


霊 感 あ る メ ヅセ ー ジ ／

１２使徒評議員

ス ペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ン ボ ニ ル

…

しかにこの世の人 々は，かつてないほど神からの啓示を必要として
た
いる。主が昔のパ レスチナに住んでいたほんのわずかな人々にだけ

啓示を通 ・てその懸 な・とがら轍 えようとな・・た・・考えたり・・ ｉ

ス ラヱル の子孫が いま しめを守 って生 きなけれ ば天を閉 じて しまお うと主

が語 られたよ うに，今 日この さ しせまった時代 に啓示が与え られないなど

と考 え ることは，不合理な ことではないだろ うか。主は，次のよ うに述べ

てお られ る。

１繭顧晦、 「わた しはあなたが たの誇 りとす る力 を砕 き， あなたがたの天 を鉄 のよ

うにし， あなたが たの地を青銅のよ うにす るだろ う」 レビ記２６：１６

もし聖書が 璽ｑ最後の予言者の書” であ るとい うな らば，それは信仰 の欠

晦
囁如に よるのである

。そ うい うわけで，信仰 に欠 ける一時は いつで も天 は閉 じ

うれ門を・ざ・れて鉄のようになり慰 ・醐 の鞍 ｒ鱗 のであ・・

主は決 して人々に強制をなさらない。 『

儒仰がなければ顕現 （しめ し）は与えられないのであーり批犬々が自分自険 噛

身の限られた考えや解釈に頼って満足 しているのなら，主は当然人々の選

ぶがままにまかせておかれるのである。

我々はたしかに神が生 きておられ，昔 も今 も永遠にわたって変 りたまわ

ないことを知っているので，人 と神との交わ りの深さの度合によって人々

の信仰のあつさと霊性 とを測ることができるのである。
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教 会 歴 史

４月 ６日

１８３０年 ：末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会 回復

さる。

１８７７年 ：セン ト・ジ ョージ神殿 献堂 さる。

１８９３年 ：ソル ト・レー ク神殿献堂 さる。

４月 ７日

１８２９年 ：ジョセブ， ス ミス， モル モン経 の翻

訳 を開始する。

４月 ９日

１９５１年 ：デピッ ド・０ ・マ ッケイ ９代 目の大

管長 に支持 さる。

４月２０日

１９５８年 ：ニュージ ー ラ ン ド神殿献堂 さる。

今 月 の 表 紙

ヨ ー ロ ッ パ の 風 景

カッ トは石井尊士兄弟 （横浜）
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〈予言者のことば〉

キ リス ト

よみ が え り給 え り

大管 長 デ ビ ッ ト ・０ ・マ ッケ イ

体 を有 ちた もう神 の存在 を うけいれ な くて １ま，だれ も私た ちが イース ター と して祝 うでき ごと，復活を うけい

れ ることが できません し，それに対 す る矛盾 のない確信 を持つ こともで きないのであ ります。復活 によってキ リ

ス トは死 にうちかたれま した。 イエスの復活 を信ず ることはまた人間が不滅で あるとい うことを も意味す るの で

あ ります。

イエスは ち ょうどあなたや私 が出会 って いるよ うに， この世のすべての経験 を経 られたのです。苦 しみ を経験

し幸福 を知 りま した。そ してすべ ての人 々 と同 じよ うに死を味わ いま した。死の後 もイエスの霊 は生 き， そのホ

うにあなたや私 の霊 も生 きるのであ ります。

次の ように言え ることは言葉 に尽 せ ない 「たか ら」 であ ります。

「わた しは知 る
。わた しをあがな う者 は生 きて お られ る。後 の日に彼は必 ず地 の上 に立 たれ る。」

（ヨブ記 １９：２５）

生 ける瞭い主 を このよ うに証 しでき る人 はその身 も霊 も永遠の真理 に しっか りと基 いをおいて いる人 であ りま

す。人 の霊が死の入 口を通 り誇 らかに永遠 の生命へ とのぼることは，私 た ちの贈い主 キ リス トが与 え られ た輝か

しいメ ッセージの一つで あります。 キ リス トに とってこの地上の生涯はた った一 日の ことであ り， その閉幕は，．

た だ一 日の太陽が沈 む ことで した。 わずかな眠 りに しかす ぎない死は，永 遠の王 国の素晴 らしい朝の めざめ にと
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死を恐れる理 由は何 もない，それは人生のひとま くの出来事 にすぎない。

、

ってかわ りま した。マリヤとマルタが暗い墓に横たわっている兄弟のラザロを見た時，キリ冬 トはラザロがまだ

生きていることを知っておられました。このことをキ リス トは 「ラザロは眠っているのだ」と短い言葉で言われ職

ました。

・復活祭の礼拝に参加するすべての人が，十字架にかけられたキ リス トが実際に三 日目に墓か らよみがえられた

＼ 、 叱 霊界で他のものたちと交。椴 その霊・・つき刺・れた肉体を再び活か図 四＋日彫 々の間に留ま

．、、等一 騨㍉られた衝 栄光イヒされたお方として御父ρ許へ昇って行かれたことを知ったら，今 日疑いと不安になやむ人たち
Ｆ．

にどれほどの平安がもたらされることでしょうか。

騨陶騨臨 ボ ㌦ 、 人が不滅であるという知識は，イエスが現実に復活 したもうたことに基いを置いているわけでないことは本当

ですが，それにもかかわ らず，イエスが墓からよみがえりたまい弟子たちと交わりたもうたという確かな事実は

多くの面で，入が不滅であるという望みを最 も強固に支えるものであります。

律って死を恐れる理由は何 もありません。死 とは人生に於ける一幕の出来事にす ぎないのであります。それは

誕生と同じく，自然なことであります。私たちはなぜそれを恐れなければならないのでしょうか，ある人はそれ

がしばしば最 も貴重なものとしている生命の終 りだと思っているので恐れるのです。永遠の生命は人に与えられ

る最大の祝福であります。

もしも人々が暗い陰うつな墓を希望のないまなざしで見つめることを止めて 「主のみこころにそおう」 とする

なら，その眼を天に向け 「キ リス トがよみがえられた」 こと誉知るに相違 ありません。

キリ界 トはこの世を罪から瞭 うために来 られました。すべての人々に対する愛を抱いてすべての人々の罪を賭

い再生されるために来られました。キリス トを私たちの理想像として選ぶことによって，私たちは自らのうちに

キリス トのようになりたいという望みを持ち，またキリス トと共 に親 しく交わることのできる人間になりたいと

望む ものであります。私たちは自らがそのようになるべきものまたな り得 ると諒解 しているのであります。

畳 十二使徒の長であ
ったペテロや疲れを知 らぬパウロ，また予言者ジョセブ ・ス ミス及びよみがえりた もうたキ

リス トに真実従 った人々はキリス トをおのおのの救い主として認めていま した。何 とならば，主は 「これわが業

にしてわが栄光，すなわち人に不死不滅 と永遠の生命とをもたらすなり。」 （モーセの書 １：３９）

と仰せになり，社会主義や共産主義国家を永続させるために個人を犠牲にせよとは仰せにならなかったか らであ

ります。

キリス ト教会の会員は，罪のない 「人の子」をその理想像 としてうけいれる責務を負っているのであります。

マ キリス トこそかつてこの地上に生をうけたもののうちで
，唯一の完全な御方であり，崇高かつ高貴な模範であり

神性をそなえた御方であり，愛の完全なお方であり，購い主であり，救い主であり，天父の清 らかな独 り子であ

り，光であり，生命であり，道であるのであります。

心の奥底から私はイエス ・キリス トによって死が克服されたことを知っていると申し上げます。なぜな らば瞭

い主は生き給い，そのように私たちも生きるからであり・ます。
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復 活

十二使徒評議員会補助

ス タ ー リ．ン グ ・Ｗ ・ シ ル

私たち人間のもつ最 も偉大な思想は，個人が不滅である、というこ

と，身も霊も永遠の栄光を受けるということでなければなりません。

生命の創造者である神は私たちの永遠の進歩と幸福についての聖な

る計画の創造者でもあります。私たちがその計画を私たちの生活の

側へ引き．寄せることができなければ，この計画はその可能性を失っ

て しまうのです。何事に於いても完全に通じている人は一人もいな

いのですから詳 しく全てのことを理解 していないということによっ

て，信仰を持ちまた従順になることを妨げられるべきではありませ

ん。私たちは自分の誕生や生命や死についてわかっていません。あ

る人々は自分たちが理解できない事は何も信じる事ができないと言

います。けれどもこの哲学は私たちの信念に如河なる本質的な成功

も不可能であるという厳しい制限を付すものであります。

イエスの最 も意味深い教えの一つは 「信じる者にはどんな事でも

できる」という大切な宣言であります。 もし健康 と食物の法則を信

じるなら，たとえそこに含まれるすべての過程を理解 していなくて

も大きな祝福を受けます。これは電気についてよく知 らない人でも

光，電力，熱の恩恵を受けることができるのと似ています。

私たちは万有引力の法則を発見したアイザ ック ・ニュー．トンを賞

讃するものですが，その引力自体は発見されていません。引力が作

用するいくつかの事象を発見 しているだけであります。誰一人とし

て電気 ・太陽光線を真に理解 してはいませんし，どのように草が生

えるのかも知 ってはいません。また心がどのように働 くのか，細胞

がどのように再生するのかも知 りません。今か ら３００年 余 り前 の

ハーヴェイの時代まで，血液がどのように循環するのかわかりませ

んでした。現在でも，近代的によく設備された研究室にいる最も賢

明な科学者でさえ赤血球を創り出すこともあるいはどんぐりを創 り

出すこともできないのであります。誰一人として生命を創造 し，死

を防 ぐことができません。存在に於いて，最 も貴重なもめは生命で

あり，人生に於いて最も重要な出来事の一つは死であります。

死は不滅へ到達する門であります。明らかに死は偶然な出来事で

もなければまちがいでもありません。

肉体が一時的に霊と肉とに分けられるのは神のご計画の一部であ

ります。すなわち，肉体が復活 し，身と霊が昇栄する前の霊の最後

の清あであり，体験なのです。

多 くの人々は死やきれにまつわる事を不快に考える為に死に対し

て正当な考慮を払わないできました。たち亮について十分に考える 圃

ときにのみ私たちは死に対して万全の備えをすることができるので

あります。死は無視さえすれば，な くなるというものではありませ

ん。肉体の文字通 りの復活を含む全ての神の律法に確かな信仰をも

つ事によって，私たちは自身に大きな悦びをもたらす事 が で き ま．．ぬ ．・網 噸噸

す。確かに復活の全ての過程を理解 していなければ復活を信じる事

はできません。私 たちは如何にすれば成功できるか。その一番の手

段は永遠の父なる神を信ずる信仰を持つ事です。

疑いもなく云える事は，多くの人々が全く神を低 く評価している

という事実です。非常に多 くの人々が神を信ぜずほとんどが不明確

に信 じているだけであり，結局は老える事のできないある神秘的な

「．理解のしよう
．がない実体のない影響力として神を想像しているよう

です６ もし私たちが，聖典が述べるその通りに神を考えたらどんな

に助けとなる事でしょうか。聖典には，神は全智全能のお方で，私

たちは神の姿に似せて創 られたと記されています。神は文字通り私

たちの霊の父であり，イエス ・キリス トは肉に於てその独子であり

ます。神は律法や驚異や秩序や美のみなぎる，無数の世界をお創り

になられた御方です。神は単に私たちの霊の父だけでなく，私たち

に心からの関心を持 って下 ざっている御方であります。私たちのた

めに永遠の計画をおつくりになって，その恵みを鈍感でしかもしば

、一しば不従順な私たちが理解でき，とり入れ弓事のできる僅かなもの

だけに限らなかったのです。私たちが誇 りとする知識の全てを以っ

て しても，私たちは神がお知りになっておられる何万分の一 も知 り

得ないし，また神が私たちのために貯えておられる祝福のごく僅か

な部分さえも理 解できません。パウロは次のように述 べ ま した。ら

「しかし，聖書にあるとおり， ｒ目がまだ見ず，耳がまだ聞かず，

人の心に思い浮びもしなかった事を，神はご自分を愛する者たちの

ために備えられたのである。」（１．コリン ト２：９）

私たちの弱 さをもかえ り見ず，どうして神を疑うのでしょうか，

どうして神を信 じないで無視することができますか。神は有害であ

ること，気まぐれなこと， 一時的な ことをなさりません。 聖 典 は

「神がなさる事は如何なるものでも永遠に続 く，」ということを 指

摘しているにもかかわらず，私たち自身の理性をもかえりみずにし

ばしば，人生とははかない，苦渋に満ちたものであると老えたりす

ることが．あります。その結果，私たちは永遠の父が，その愛する子
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幹駕

供たちに準備された計画壷全然行なわずに済ましているのではない

でしょうか。

ある人々は，永遠の生命について考えようともしません。また私

たちが肉体と呼び，個性と呼び，感情 と呼び，記憶 と呼ぶ これ らの

素晴 しい創造物を永遠に奪い取 られるかも知れぬと老えています。

また私たちがすべて大海に溶け込んで行 く無数の小さな雨滴のよう

に個人の本質を失って しまうのだと考えている人 もいます。またこ

のように尋ね続ける人もいます。 「神はどんな仕事をしていると考

㍉ 繍 いいのか？、と．神は人に生命を与え渚 える心を与え凌

陶 』圏照 晒・

する心を与え，働 く手を与えられた。だがこれらの神の御業を時間

の経過が価値ないものにしてしまうと考えることができるでしょう

か。このような考えは父なる神にとって信 じられないまた，全く価

値のないものなのです。私たちは経験もない小さな私たちの子供が

より賢明でより多くの経験をつんだ両親の忠告を受け入れるように

期待します。 もしも５才の子供が自分の意のままに行こうと々たら

問題が生ずるだろうと思います。学校を休んでしまうか，または健

康を害するか，よくないことが予想されます。もし神様に全幅の信

頼を寄せるなら文字通 りの肉体の復活 というとてもすば らしい教え

を一生懸命勉強することでしょう。私たちが信仰を強めるなら神の

すべての祝福が，それを受けるにふさわしいあなたに与えられるで

しょう。

初めに，私たちは数種の復活があると教えられています。正 しい

者の復活もあり，不義なる者の復活 もあり，両者の間には非常に多

くの段階があります。 この点について，イエスは次のように述べて

います。

「善をおこなった人々は，生命を受けるためによみがえり，悪を

おこなった人々は，さばきを受けるためによみがえって，それぞれ

出て くる時が来るであろう。」（ヨハネ５ １２９）

正しい人も悪い人も，復活 します。 「なぜなら，アダムにあって

すべての人が死んでいるのと同じように，キ リス トにあってすべて ．

の人が生かされるのである。」 しかしもし，私たちが正 しい道を踏

むならば，個人の復活を高めることが可能なのです。

ヘブライ人へ宛てた手紙の中で，パウロは次のように述べていま

す。

「日の栄光があり，月の栄光があり，星の栄光がある。また，こ

の星とあの星との閻に，栄光の差がある。死人の復活も，また同様

である」（１コリント，１５：４１～４２）

近代において私たちは啓示を通 して次のように知らされ て い ま

す。 もし私たちが福音の律法に完全に従って生きるならば，私たち

は日の栄光の体をもって復活する力を授励られるでしよう。と。

私たちは，肉体が現在のままで本当にすばらしく美 しいものと考

ていますが，本当はもつと素晴 らしいものであります。それをパウ
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ロは次のように言っています。

「朽ちるものでまかれ，朽ちないものによみがえり，卑しいもの

でまかれ，栄光あるものによみがえり，弱いものでまかれ，強いも

のによみがえり，肉のからだでまかれ，霊のからだだによみがえる

のである。」

もし私たちがどうしてもこの復活の力を理解できなければ，神が

どのようにして血肉と骨髄，知性と理性，想像力と個性をかね備え

た最初の作品である人を創造 されたか，その力を考えてごらんなさ

い。、毎日の私たちの生活をみても，弱 くはかない人間でさえも，す

ば らしい創造力があるのに，どう一して神が約束されたことが，おで

きにならないときめつけてしまうのでしょうか。

私たちは非常に多くの人々の見つめる中で行われたイエスの復活

の例を知っています。 しかもイエスの復活後に多くの人々の復活が

ありました。

「また墓が開け，眠っている多 くの聖徒たちの死体が 生 き返 っ

た。そしてイエスの復活ののち，墓から出てきて聖なる都に入 り，

多 くの入々に現れた。」 第一の復活は，１９００年以上も前に始まり，

キリス トが福千年の間地球を治め給うために栄光をもっておいでに

なるときに終るのであります。キ リス トがおいでになるとき，神に

従って生きている人々は，彼にあうために上げられます。 （皿テサ

ロニケ４：１７）。 また， ヨハネ黙示録２０：５～６に，

「これが第一の復活である。 この第一の復活にあつかる者は，さ

いわいであり，また聖なる者である。この人たちに対しては，第二

の死はなんの力 もない。彼らは神とキ リス トとの祭司となり，キリ

ス トと共に千年の間，支配する。」義なる者の復活にふさわしくない

㍉

、

、

、



者は，福千年後に起こる不義なる者の復活まで，待たねばなりませ

ん。

復活に関する信仰の最大の問題は，私たちが先ず，肉体の重要性

を理解 していないというところにあるようです。人間の肉体が神の

最大の奇蹟であるという事実にもかかわらず，その肉体がある種の

罰として与えられたと教えられている人々がいます。彼らは獄屋に

とらえられており，肉体の死は，霊への歓迎すべき解放であると考

えています。 しかしながら，もし死ぬべ去肉体が必要で な い な ら

ば，先ずそれが創られるということはあり得なかったでしょう。も

し，それが永遠に必要なものでないのなら，復活は決して考えられ

ることもなかったで しょう。肉体が父なる神に必要でないなら，子

なる神 も決 して復活 しな均）ったで しよう。 イエスの復活は，一時の

気まぐれをただ満足させるためのものではありませんでした。イエ

スは復活後もその肉体を失いませんでした。それは消え失 せ もせ

ず，宇宙空間に，ある場所を占めるために神秘的な方法をとったの

でもありません。神は，骨肉，人格，感情かたちのない認知できな

いものではありません。近代の啓示は，神が私たちの父なる御方で

あり，その像にかたどって私たちが創 られたために両親に似ている

子供であると教える聖書を証明しております。しかも父 と御子 と

は，この末 日において地上に再び現われ給い，御二方がそれぞれの

栄光をもった別個の御方であることを知っております。近代の啓示

においては，次のように述べています。

「御父は，人間の有する肉体と同じく触知 し得る骨肉の体を有 し

たもう。御子もまた然り。 されど，聖霊は骨肉の体を有ちたまわず

して霊の御方なり。 もし然らずとせば，聖霊われ らの中に住みたも

うこと能わじ。」

（教義と聖約 １３０：２２）

霊だけでは不完全であるにもかかわらず，神御自身からその体を

奪いとってしまおうと主張する人々がいます。ある人は父なる神を

霊にしてしまおうとし，また単なる影響力にしてしまおうとしたり

しています。また，ある人は神を普遍的な原理として説明していま

す。あなたはどうしたら自分の肉体やその一部を失ったり，単なる

影響力になってしまったり，普遍的な原理になってしまったりす る

ことができるでしょうか。ある人は無知のためにと云い わ け を し
．．
て，主の御言葉に反抗 していますが，それでも私たちは自分が何か

ある重大な問題に直面 しているという実感をふ り捨てるわけにはゆ

きません。私たちはビタミンを知 らず，電力や太陽光線を理解して

いなくても，それらの恩恵に浴そうと努力をしていますもし神が初

めに私たちをお創 りになられたとしたら，神が私たちを復活させて

くださるという約束を守る力をお持ちになっておられることは，確

かなことであります。

かつて，ウェルナξ ・フォン ・ブラウン博士は次のように述べま

した。

「多 くの人々は，科学が宗教的な考えを時代に合わない流行遅れ

だときめつけているように思 っているが，科学とは疑問を持つとこ

ろにほんとうに驚嘆することがあると私は考えており ます。 例 え

ば，科学は自然界において，極小の分子でさえも跡形なしに消え失

せてしまうことはないと， しらせて くれています。自然は，死滅を

知 らず，知 られている限りにおいてそれは変形するのであります。

もし神がこの基本原理を，その宇宙の極微のとるに足 らない部分に

適用 したどしたら，そのように人間の霊魂にも適用できるのは，．確

かなことではありませんか。科学が私に教えてくれるすべての事柄

は，絶えず私を教え続けており，死後の霊の存在が継続するという

信念を強めて くれております。何故なら，形跡のない消失は，ひと

つとしてないからです。

いつの日か私たちは，この偉大な出来事が私たちにとって真実な

ものとなり，個人の体験となる時と場所 とに到達するで しょう。も

し私たちが，義なる者の復活の最高の祝福にふさわしい者であった

とした．ら，その時の私たちの喜びはいかばかりで しょう。ウィ．リア

ム ・ジェイムスは，かって次のように述べました。

「永遠の生命を受けるにふ さわしい人が実在するということが
，

永遠の生命をも っともよく証明するものである」と。私たちの最も

大切な責任は，栄ある日の栄光の復活にあつかるにふさわしくなる

ことであります。そうすれば神はその余のすべてのことの面倒をみ

て下さるのです。その時清 らかなスピリットが，私たちの血管に流

れ，．私たちは神のようになり，神の国で共に永遠に生きるのであり

ます。神が私たちをそのように祝福して下さいますようイエス ・キ

リス トの御名によってお祈り申し上げます。プーメン。

ギｒ．
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心 の

レノは前の日ノヨテ茅か戸棚の上に置い力

ていったまま，すっかり忘れていた手紙

を思い出した。そして部屋にひきこもり一人

きりになって，先生からだといっその手紙を

手にとった。カレノは娘の ノヨティかそんな

にも早く普通の生盾に戻れたのかと驚いた。

環境によるのかしら？ ノヨティは読書をし

ていても 死に直面 した子供の非しみなとを

全く感 しさせなかった。あの子はどれ位斐し

んていたのたろう？ カレノは封筒を開いて

手紙を読み始あた。

「ウィル ノノ様 １２時半から１時まての間

か 放課後 御都合のよい時においていただ

きたいと存します。 メリー ノヤクノノ」

「御都合のよい時に」ノヤクノノ先生は夫の

アー トが亡くなったことを知っておられて

急を要する相談てなければ急こっとなさらな

いのてしょっ。算数の点かまた悪かったのか

しら。彼女は夫か問題のある時にはいつも助

けになってくれたことを思い出した。カレノ

はその日学校へ行こっと思った。 ノヨテ ィの

勉強をみてあけなくてはならないのならそう

しよっ。彼女はノヨティにとって父と母の両

方の役目を果たさな くてはならなかった。

カレノは思いきってノヨティに会おっと決

めた。子供は感じやすく 時にはひっくりす

るほといろいろなことを覚えているものなの

て 悲しいこの時期に不幸な思い出かこれ以

上重ならないよっにと 今まてカレノはおも

しろい話やおしゃへ りなとの刺激を与兄ない

てノヨティをそっとしておいたのだった。 ノ

ヨティは 父か死んだ時からすっと引きこも

りかちて 食事も黙 ってとり 食べおわると

す くに学校や自分の部屋へ行 くという毎日だ

った。以前のような生盾を 今度は二人て始

めな くてはならない。そのために勤あよっと

カレノは決心した。 ノヨティかいるのをとん

なに感謝したことだろっ。 ノヨティー人ては

中 で

ア イ タ Ｍ ハ ー カ ン

淋 しいたろうと考κてもっ一人の子を養子に

もらっはすだったか 病弱なアー トにとって

これ以上家族かふπるのは無理な こ とた っ

た。 カレノは著しみのっちにも 思いやりと

信頼に満ちた暖いアー トと娘 ノヨティのきず

４４



なを思い浮かべて，力なくほほえんだ。

それから二時問ほど後，学校へ向かう途中で彼女は夫とジョディ

がよく宿題をいつしょにや っていたことを思い出した。高校の先生

だったアー トは子供たちに深い愛を持ち，その人生をほとんど彼 ら

と共に費した。 ジョディにとって，アー トは父であり師であり監督

であり友人であった。カレンは父の死によって穴のあいたジョディ

の心を満たしてやれそうに思えなかった． ジャクソン先生はきっと
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ジョディが勉強を満足にしていないとおっしゃるに違いないとカレ

ンは思 った。 」

しか しジャクソン先生はジョディの勉強については何も言わず額

にしわを寄せながらこう言 った。

「お子さまがなぜあのようにみんなか ら離れているのか不思議な

のです。」 ●

「あの子にそうさせるのではありませんの ？」

カレンはこう言って感情的になってしまつた自分を後悔 した。先

生は親 しみのあるまなざしでカレンをみつめた。

「いいえ，そうではありません，。お子さまは始めて死に接 した

のでしよう。私は同じような経験をした子供たちを何人か見てきま

したけれど ジョディのような子供は始めてです。何週間もこの状

態なのです。小さな子供は人生の悲 しみに抵抗することができない

ものですわ。一人の世界にとじこもってくよくよしているより，外

に出て友だちと遊んだ方がよいでしよう。」

「でもあの子は父親にとてもよくなついていたのです
。

カレンはひきこもってばかりいるジョディのことを気にしている

と思われたくない気持 もあってそう心配はしていないといった様子

をしながらも， ジョディの振舞いの普通でないことを認めた。片親

を失った子供は残った片親にいっそう近づ くものだと考えられない

だろうか。

手袋をとった りはめたりしながらカレンは静かに言った。「私たち

は娘ととてもうまく行っていましたわ。娘は養女なのです。時には

養子の方が生みの子供よりなついてかわいくなることも ご ざ い ま

す。そうはお思いになりません？」

「お子さまを愛しておいでになることはよくわかりますわ
。彼女

のゆううつな気持を直 して下さるようにお願いしたいのです。」

「ゆううつな気持」 この言葉は家に帰る時もず
っとカレンの心に

わだかまりとなって残っていた。こんな言い方が，いつも元気で愉

快で楽 しそうな娘にあてはまるなんて信じられない。信じられない

と言えば，ジョディが この何週間，母親から遠ざかっていることもそ

うだった。カレン自身が悲 しみにまぎれてそのことに気づかなかっ

たのだ。もうすんだことは気にすまい。先生は何でも知 っているな

んて，いったい誰が言った言葉だろう。

しかし何とか しなければならなかった。直接， 「ジョディ，どう

して私を避けるの。」 と聞いてみようかしら。 始めから隠すような

ことはしなかったのでジョディは自分が養女であることを知ってい

る。二人の養ｉ子がある友だちのハッティからなどは特に反対されて

も，カレンはそのことをこだわりなく率直にジョディに話 したのだ

った。ハッティが最近冷たくなったのを考えると彼女の心は痛んだ

が，今はそのことを考えまいと思った。ジョディに， 「どうしてハ

ッティおばさんはもういらっしゃらないの ？」とたずねられてカジ

ンは引っ越 したと答えたのだが，わずか ６丁ほど移 ったところで引

っ越 しなどとは言えない。

カレンはハ ッティの態度が理解できなかった。

「なぜ養女だということをはっきり言 ったらいけないのかしら
。

養子を持つ私たちみんなの問題なのに」

そう言うカレンにハッティは反対 して言った。

「そんなの問題 じゃないわ
。 もちろん子供には打ち明けな くては

ならないけれど，いつでもそうするべきではないと思 うの。あなた

はこれをデ リケー トな問題 として扱っているけれど，いつもくどく

どと言わなくていいでしょう。私は子供たちに自分が養子だという
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ことを思い出させようなんてしないわ。」

その時二人は目と目をあわせて語ろうとはレなかった。で もそれ

が友情にひびの入った理由だろうか ？ アー トの死後どんなにハッ

ティの訪問を期待 していたことだろう。 カレンが望めばまた以前の

ように親 しくなれたのだが，彼女はそうできなかった。そして何週

間過ぎてもハッティは再び訪れなかった。

カ．レ著はジョディとはじめて養子のζとについて話しあった時が

いつであったか覚えていないが，彼女が ６才になったある日，夕食

の時にこうたずねられたのを思い出した。

「となりのノークロスおばさん
，赤ちゃんがおなかにいるの ？」

・．∫ そうですよ。」 ．

「あたしはゼマのおなかにいたの ？」

「いいえ。ジョディ，あなたを養女にしたの６知 っているで しょ

う。」

「どうして私はママのおなかにいなか
ったの？」理由があってマ

マは赤ちゃんをおな均〉に持てなか．ったの。お庭に人参や トァ トや豆

を植えた時のことおぼえているでしょう。そのなかに大きくなるの

もあればそうでないのもあったでしょう。赤ちゃんもママのおなか

で大きくなることもあればそうでないこともあるのよ。あなたがマ

マのおなかで大きくなれないので，ほら，いつか話した所にでかけ

たの。そこにはお母さんがおなかの中で育てることのできない赤 ち

ゃんがいるのよ。ママはその中から一番きれいで一番かわいらしい

赤ちゃんを連れてきたの。それがあなたよ。」

「ママ，もっとクッキーたべたいな。」

人生には時々思い出深い出来事には直接関係のない記憶が思い出

されるものだと，カレンはしみじみ考えた。愛犬のスポティが生後

二週間しかたたない仔犬４匹を残 して車にひかれて死んだ日のこと

をどうして思い出したのだろう。

「仔犬ちゃんたち，どうなるの？」

ジョディは悲しみながら泣いて叫んだのだった。

「そうね。仔犬をかわいがってくれる家がみつかるまで，よく面

倒を見て下さるところに連れて行くわね。」

「私みたいね。私も生んだお母さん死んだのね。施設にいた赤ち

ゃんたちのお母さんはみんなスポティのように死んでしま っ た の

ね。」

「そういうこともあるけれど，いつもそうではないのよ。お母さ

んが病気で赤ちゃんの世話ができなかったり，お父 さんがいなかっ

たりする時もあるの。赤ちょんにはかわいがってくれたり世話をし

て くれた りするお父さんとお母さんがいなくてはならないのよ。お

父さんがいて，お母さんがいて，子供がいる。それが家族なの。」

カレンは鍵をあけて部屋に入った。今日は職さがしに行かない方

がいいと思 ったのは，つ らい気持で心がふさがれていた か らだ っ

た。彼女はアー トの部屋へ行って衣類を処理 しなければならなかっ

た。いつ もそうしようと思いながらも夫の部屋に行けないでいたの

だ。今 日ジョディが学校へ行ったあとでしよう。ジョディには悲し

んでいる様子を見せまい。ジョディの前では落着いて明るくしてい

ても彼女は夜，枕に顔をうずめて泣 くのだった。

カレンはアー トの机にそれまで気づかなかったおくやみ状のある

のをみつけた。ひとつの学校で１０年間も教え多 くの生徒と接触した

というだけでなくアー トは生徒たちに心か らの愛をもって接 してい

たために，彼 らとの友情は尽きないものがあった。カレンはそれを

手にとったが文字を読むよりもまず娘の悲 しみに沈む顔が思い浮ん

４６

だ。どうした らジョデイの悲しみを慰めることができるだろう。そ

んなことを考えぼんやり窓の外を見ていたカレンは隣りのノークロ

ス夫人が大きなおなかをかかえながら４才になる男の子の方へ歩い

て行 くのを見た。彼女はなんとな く机から離れてノークロス夫人の

方へ歩いて行 った。そしてため らいなが らも問題をかいつまんで述 ・

べ，’その日の午後いっしょにジョディを家から連れ出す計画につい

て話 しあった。

「うまくゆくといいですわね」

「助けて下さってありがとうございます
。」

カレンは家へもどり窓のそばに立って通 りを走って来たジョディ

がノークロス夫人に呼びとあられるのを見ていた。二人は何か言葉

を交 していたがやがてジョディはほほえみながら家へ帰ってきた。

「ママ，ノークロスおばさんが私にポールのめんどうをみてほし

いんですって，おばさんつかれて，横になりたいそうよ。行 ってい

い ？」

「もちろんいいですとも。でもその前に牛乳を飲んでいらっしゃ

い。」

カレンはテーブルにすわったジョディの表情をうかがったが，彼

女の顔は生き生きした様子をなくし始め，この一ケ月閻そうであっ

たように，またゆううつで悲しそうな表情になり始めた。

「女ρ人って赤ちゃんを生む時，あんな風につかれるの ？」

「たいていはそうよ。」

「さあ， もっと質問を して。何か言ってダ何でも！ 私を避けな

いで，ジョディ ！」

「ノー クロスおばさんがポールを生んだ時，ママが赤ちゃんはお

なかにいるって言 ったのおぼえてるわ。」

「そうよ。そこで赤ちゃんが大きくなって行 くのよ。」

ジョディは静かに立ちあがって一言もいわず振り向きもしないで

部屋を出ていった。カレンはまった く当惑 しておろおろしながらそ

の後姿を見送 った。いったいあの子に何が起こったのかしら。私を

避けている ！ 私を信頼 して くれない ！

カレンは暗くならないうちにおくやみ状の返事を書くためアー ト

の机に戻った。夕食を準備する時間だ った。彼女は二切れの肉をプ

ロイラーに入れ台所のテーブルに二人の食事を用意した。

そしてジョディの好きな木のボウルにサ ラダをもりつけて，彼女

の帰りを待ちながら窓の外をながめていた。何をするというのでも

な しに，彼女は棚からインスタントマッシュポテ トの袋をとりだ し

たが，やがてそれを棚へもどして，隣りの家へ行 こうと思い台所を

出たが取り乱した様子のままで行 ってはいけないと彼女はゆっくり

した足どりで隣家へ続 く路を歩いていった。カレ．ンは ドアをノック

して台所へ入った。ノークロス夫人は椅子に腰をかけ尽がら息子に

本を読んできかせていた。

「ジョディいます ？」

「あなたとご一緒ではなかったの。３０分程前に出ましたけれど。」

カレンは胸さわぎを感 じた。彼女は家へ戻ろうとしかけ途中でま

た引き返 して， ノークロス夫人に言った。

「あの子はいつも言 ってから出かけるんです。」

「どこかご近所にでもいらっしゃるのではないかしら。」

ノークロス夫人はつとめて明るく言った。

「どうして近所をおたずねにならないの。私でもよかったら行き

ま しょうか。」

「ありがとう。大丈夫私行きますわ。」

、

、
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カレンは近所の家をたずねて歩き通りをはさんで八軒をあたって

みたがそれも徒労におわった。警察に頼まな くてはと思いながら重

い足をひきずって家の前まで来 ると，ノー クロス夫人が心配そうに

待っていた。

「いませんでしたわ。」

力なくそう言って家へ入ろうとした時電話の音が聞こえた。カレ

ンは急いで電話口にかけよった。

「カレン？私，ハッティよ。」

カレンはハッティから．の電話をうけて うれしかった。

「ジョディが来ているんですよ。」

カレンの膝はガクガクと震えたが，つとめて平静をよそおった，

「どこへ行ったのか，まったく見当がつかなかったのです。す ぐ

連れに行きますわ。」

「もしよろしかったら私が連れて行きます。 トムがいるのでそち

らへ行 くのに差 しつかえないの。」

カレンは受話器を置き，ほっとして椅子に腰をおろした。それまで

根をはっていたような緊張がほぐれ，静かな暗い家の中で腰をおろ

しながら，彼女は考えをまとめようとしたが，なぜ ジョディがハ ッテ

ィのところへ行ったのか，どう考えても理解できなかった。静かな

ノックの音が して ドア．をあけると，ノークロス夫人が立っていた。

「お宅がまだ暗いままなのでどうなさったのかと……。」

「ジョディは私の友人の家にいましたの。ほら古い友だちのハッ

テイ ・スコットさん。」

「スコッ トさん ？ ああ，電話帳で見つけようとして，ジョディ

が私にたずねていたわ。ブリッグズ通りはどこ１こあるか知 りたがっ

ていたのよ。 ６丁しか離れていないことを知らなかったんだわ。」

「スコットさんは最近あちらに引越しなさったのでまだお宅へは

伺っていなか ったの。」

ヵレンはノークロス夫人の方へ向く玄関の灯をつけて，暗やみの

中で一人になれたのをうれしく思いながら，混乱 した心にはっきり

した形を編みあげようと，捕えどころのない心の糸を模 索 して い

た。 ６丁しか離れていないからジョディたちはもうす ぐ帰 って 来

る。そうしたらカレンは事情をすっかり知るに違いない。彼女の心

はいらだちと不安でいっぱいだった。玄関の戸をノックする前に足

音をきいたカレンは，外に出た。灯の下で彼女は声をあげて泣くジ

ョディと目をうるませているハ ッティとを見た∴

「ジョディ！ とって も心配 していたのよ。」

カレンはジョディをしっかりと抱いた。ハ ッティは落着かない声

で言った。

「カレン，ジョディは軽く食事をすませたの。部屋に行 って服を

脱がせた方がよくはない ？」

「それがいいわ，新 しいすてきな寝間着に着かえて，ハ ッティお

ばさんに見てもらいましょうね」

ジョディを部屋に送 ってハッティのところへ再びも どって 来 る

と，カレンは目に非難の色を浮かべて言った。

「いったい，どうしたんでしょう？」

「私，あなたにどう説明 したらよいかしら。ジョディが 玄 関 に

立 って ｒ逃げてきたの６ここにおいてちょうだ い。』 って 言 った

の。」

「えっ，何ですって ？」

「私も驚きましたわ。 ジョディは，おばさんは二人も養子が いる

か らもう一人 ぐら叫 ・いでしょうって言うのよ。」

「わ か らな い わ 。 ち っ と もわ か らな い。 ど う して … …」

「私 ， 今 にな って わ か るの 。 ジ ョデ ィが あ な た に話 す わ。 私 の い

な い方 が よ くお話 しで き るで しょ う。 と ころ で 明 日お昼 の 食事 に い

ら っ し ゃ らな い ？ あ ら， も うず い ぶ ん お 邪 魔 し ちや って … … 」

カ レ ンは ジ ョデ ィ の部 屋 へ 急 いだ 。 新 しい 寝 間 着 の リボ ンを もて

あ そ び な が 自， ジ ョデ ィは ベ ッ ドの端 に腰 を お ろ して い た 。

カ レンは ジ ョデ ィの 隣 りに腰 を か け， つ とめて や さ し く言 った 。

「ジ ョデ ィ， ど う して 家 か ら逃 げ だ した の ？」

「だ・て騨 にもどるのはいやだつたの・ママは私を返さないわ

ね？ ハッティおばさんは，ママはそんなことしないって言 ったん

だけど……。」

目のあたりをやさしくなでなが らカレンは言った。

「ママがどうしてそんなことをするか しら？」

「だってママは私を生んだお母 さんが，私をあづけたのはお父さ

んがいないためだって言ったでしょう。 ジョディのパパは死んだか

ら私はママのそばにはい．られないわ。私，ハッティおばさんのとこ

ろでくらせたらって老えたの。だっておばさんのところ二人養子が

いるでしょ．う。そしたらママにいつでも毒えるわ。」

「ジョデイ！」

カレンはジョディをきつく抱きしめた。

「そんなことを老えていたのね。」

カレンは目に涙をうかべた。しかしジョディに必要なのは泣 くこ

とでなく，はっきりとすべてを理解させることだった。

「あなたにはパパがいたで しょう。１０年聞あなたにはお父さんが

いたのよ。小 さな赤ちゃんだった時，こんなちっちゃな時にはあな

たを育てるお父さんが必要よ。パパはあなたをこんなにかわいらし

く育ててくれたの。他のどんなお父さんよりもっと立派に。ママは

こんなにまで育てて下さったパパをあなたがいつも忘れないという

ことを知 つているわ。ジョディはお家を逃げだすの ？ ママは今ま

でよりもっともっとあなたが必要なのよ。私たちパパを亡 くして，

もうママとジョディは離れ られないわ。あなたがいな くなったらマ

マは何のために生きて行 くの ？」．

ヵレンは小さな二つの手が両ほほに置かれるのを感 じ，自分の目

をまばたきもせずにみつめるジ．ヨディの大きな青い瞳を見た。

「あた しがママのおなかで大きくならな くてもママは私のこと好

き ？」

「そうです とも，ジョディ。大好きよ。あな．たはママのおなかで

大きくなったのではない。ママの心の中で大きくなったのよ。ママ

の心の中の深いところで大きくなったの。ママは世界中の誰よりも

あなたを好きよ。」

突然ジョディはすす．り泣き始めたが激しい感情がせきを切ってあ
． ． ウ

ふ れ た。

「マ マ ！」

カ レ ンは ， ジ ョデ ィを両 腕 に抱 きや さ し くゆす りな が ら涙 の 流 れ

るの を ぬ ぐお う ともせ ず つぶ や いて い た。

「か わ い い ジ ョデ ィ ！ あ な た は マ マ の 一 番大 切 な た か ら も の

よ 。」

４７
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次のように述べている。

「人は二人の創造者を持つ。一人は神であ

り，もう一人は自分自身である。第…の創造

者である神は人に人生の道を備えて， 自らの

望む人生を選ぶよう律法 と原則を与えたもう

た。第二の創造者は自分 自身である。人は自

分では気づかないが，実はすばらしい力を持

っている。それは人が自分のなりたい人間に

なり得るということである。」

あなたや私がこの世にあってよりよい自分

をめざす時，ではどんな人間に，という問い

が生まれる。自分はどのような人生を送った

らよいのか？この最も大切な根本の問題を考

えるとき，私たちはどうしても人生の目標と

目的に焦点をしぼ らなくてはならない。目標

は成功の基いである。目標がなければ，人生

は逆流の中にただよう筏のようなものになっ

てしまう。かってある人がこう述べた。

もし 「何処に行 くのかわからないならば，ど

の道を行 くかは問題でない」。このことは 「私

の知ったことではない」 という態度を持つ若

い人たちにとってきわめて大切な警 告 で あ

４８



る。若い人たち特．に神権をもつ人たちは，価値ある目標を達成する

ために努力しな くてはならない。目標は進むべき方向と目的をはっ

きりさせるものである。

もし進むべき方向がないなら，考えや行ないは意味のない徒労に

終わってしまう。船乗 りが，北極星で方向を決めるこ．とができると

知った時，それはどんなに世界の探険に偉大な貢献をしたことだろ

う。かっては底知れぬ敵であった海が，星が方向を指し示すという

知識によって今では有益な交通の手段となっている。

中国の歴史において黄帝 （紀元前 ２，６３４年）の治世６４年 目に，黄

帝は源 鹿 （タクロク）平原に住む一人の豊尤 （シュー） を攻撃 し

た。黄帝は，まもなく敵がおこした煙霧にまかれたが南を指す戦車

（Ｔｃｈｉ－ｎａｈ）を持 っていたために，方角を見分けることができた。ひ

とたび軍隊が行 く手を見分けるや，彼 らは敵軍の大将 （Ｔｃｈｉ－ｙｓｏｕ）

を捕えて， とりこにすることができたという。

人生の，目標や方向を定あないために多くの人々は 「煙霧」の中

であてもなくさまよっている。

私たちが目標について考えるとき，．目標には二つの重要なかたち

があるということを心にとめなけたぱならない。ひとつは段階的な

目標であり，，今ひとつは究極的な目標である。これらが両方とも大

切なことを示すために，私たちの目標を家を建てることにたとえて

みよう。家を建てようという目標をたてても，いくつかの段階的な

目標がなければ，決 して家は完成 しない。つまり 「今 日は地下室を

掘ろう」 「明日は基礎固めをしよう」というように，その時々の目

標が究極的目標の達成されるまで，一つ一つ積み重ねられて行 くの

である。 ．

アロン神権者は，究極的な目標の一つとして伝道に出ることを考

えるだろう。これをたとえどしてみよう。まず，このために日常生

活で準備しなければならないことがある。神権を尊ぶこと，聖典を

勉強すること，清い生活をすることなどがその段階的な 目標 に な

る。

将来の目的が；段階的目標の積み重ねによってのみ達せられるこ

とを知 るのは，大切である。日々のちっぽけな満足を得ようとして

究極的な目標を犠牲にしてはならないことを心にとめなさい。ソロ

モンは，偉大な賢明な王であったが，究極的な目標を肉欲という低

級な目標にひき換えてしまった。 エサウも飢えを満たすというｒ時

的な目標の＃めに長い目でみた目的やそのためのよい機会を棄てて

しまった。

究極的な目標も段階的な目標 も，幸福な人生には大切であるが，

どちらが最大の満足をもたらすかを考えてみなくてはならない。

このことの答えは，福音のもつ重要な一面を明らかにしている。

．福音は，実に私たちが最大の満足 と成功を得ることを目標として主 ．
．が準備したもうた計画なのである

。もちろん，人生最大の究極的な

・目標は，日の栄光での昇栄である。これは，ある面で私たちの理解

できないことである。昇栄の偉業を達成するための段階的な目標は

福音の中に明らかに示されている。これらのいわば中間的な目標に

はゴバプテスマ，聖霊の賜を受けること。 メルケゼデク神権に聖任

されるこ．と，神殿結婚をすることなどがある。 これらの目標は，価

値ある人間になること，神権会の仕事を完全に行 うこと，聖典を勉

強することなど，きわめて具体的日常の目標を私たちに要求 してい

る。

福音は，私たちの人生を成功に導 く目標を備えているがそれは，．

おのおのが自ら，目標達成のために働かなければ無益なものになっ．
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てしまう。私たちは，弱々しく 「やってみます」と言うのではなく

ヨブが苦 しみのさなかに示 したように，力強いことばで， 「わたし

は知る。わたしをあがなう者は生きておられる。後の日に必 らず地

の上に立たれる。わたしの皮がこのように滅ぼされたのち，わた し

は肉にあって神を見るであろう」 （ヨブ記１９章２５節㌍２６節）と，確

信をもって叫ばねばならない。今 日の若い人々は，．福音の原則に従

？て生活するために，いっをう強い実行力が必要とされる。
トヤ
ッケイ大管長は，今の時代について，またこの時代に住む人々

が正 しい目標に向かって進まなくてはならないことについて，次の

ように述べておられる。

「これまでになかったような悪の力が，現在根強くはびこってい

るようであります。私たちは，危険な時代に生きており，多くの人

々が，錨を失った船のようにあちらこちらをただよっており，ｒだま

し惑わす策略により，人々の悪巧みによって起る様々な教えの風に

吹きまわされたり」 （エペソ人への手紙 ４章１４節） しております。

このことは多 くの人々の承知 していることであります。サタンとそ

の軍勢は，霊性を守ろうとす る私たちの高い理想や神聖な標準を攻

撃 し，ある兄弟が最近述べたように，１すでに世の多 くの人々の高い

標準を破壊 し，私たちをとりまきながら；悪をそそのかしたり誘惑

をしています。そのようにサタンは私たちの群れへ割りこもうとし

てこの世に罪をはびこらせ，それを私たちの中にも及ぼそうとたく

らんでいます。私たちの周囲では，高い標準は失われ地に落ちて，

低いものに置き換えられてしまっています。努力はわずかに見 られ

ます。 しか し，標準を高めるまでにはいたっていないので あ りま

す」 （ｒインプルーブメント・エラ』）１９６７年 ６月号２３頁）。

若い諸君，特に神権を付与されているあたたがたは，パウロが述

べたように，高遠で価値ある．目標をたてはじめなければなら・ない。

「兄弟たちよ。わたしはすでに捕えたとは思 っていない。ただこの

一事を努めている
。すなわち，後のものを忘れ，前のものに向かっ

てからだを伸ばしつつ， 目標を目ざして走 り，キリス ト・イエスに

おいて上に召して下さる神の賞与を得ようと努めているのである」

（ピリピ人への手紙 ３章１３節～１４節）

旧欄
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ブ リガム ・ヤ ング大学

宗教学助教授

ロ イ Ｗ ・ ドク シ イ

復 活

も偉大な出来事とは，その及ぼす影響が極めて大きい最

ものをいうのである。国家や個人にとって，復活ほど

重要な出来事は，今後 も起 らないにちがいない。また復活ほ

ど私たちが充分に備えをしなければな らないことも，他にな

いＱ 「人類が現世に在るのは幸福を得んため」であり， 「幸

福がわれわれの存在目的」ではあるが， この世では完き喜び

は得 られないのである。

神の息子や娘にとって最 も大きな喜びは復活 してからもた

らされ るのである。 この偉大な真理は啓示を通 して予言者ジ

ョセブ ・ス ミスにあらわされた。

「人は霊なり。元素は永遠なるものにして分つ 能わざるように結

合したる霊 と元素とは完き喜びを受 く。 この両つのもの，相離るる

時人は完き喜びを受くることを得ず。」

教義と聖約９３：３３～３４

神の子供たちが，神の与えたもう目的を充分に理解するた

めに，復活という偉大な真理をどんなに高 く評価 して もしす

ぎることはない。

復活に関 して末日聖徒が もっている貴重な知識の重大性や

感謝の念を，ブリガム ・ヤングは次のような言葉でよくあら’

わしている。

「復活の真の知識と正 しい理解は神の聖徒 らにとって，こ

の上 もない慰めの源であり，喜びの源である。」

（「ブリガム ・ヤング大管長の教え」１９頁）

人類が復活するという考えとその確かなことは予言者ジョ

セフ ・ス ミスに知 らされた。英国にいるロレンゾ Ｄ ・バー

ンズの死を知った時彼は次のように述べた。

「私が何を望んでいるかを語ろう。 もしかりに明日，私が墓石の

下に横たわらねばならなくなったとしたら，復活の朝には 父の手を

５０

握 りしめ，叫ばしめよ 曜配わが父よ”と。父はおお壱られるであろう，
電ヒわが子よ

，わが子よ” と。 その時，岩は引裂かれ私たちは墓より

出るのである。」

私たちはこれらのことを深 く考えても良いのだろうか？ そうであ

る。もしわれわれが，いかに生き，いかに死すかを学ぶなら…… 私

がここでこの興味深い問題に関し， 私が見た示現を述べるなら，あ

なた方は奇妙に思われるかも知れない。 キリストにあって死んだ者

は，復活する時には彼らがかつてあった状態， あるいは予期 してい

たすば らしい状態にはいるようになるであろう。

私は示現を通して，墓から立ち上がる人々があたかも朝，目覚めて

床からむっくり起きあがる人のように見えた。 彼らは互に手を取り

合い， 「父よ，息子よ，母よ，娘よ，兄弟よ，姉妹よ」 と叫んでい

た。その叫び声が墓から立ち上る人に呼びかける時， もし私が父の

側にいたとしたら， 私の心はどんなに喜びで満たされるだろうか。

私の父母 兄弟に会い，彼らが自分の側にいるのを知 って 私は彼 ら

と抱き合うであろう。」

（Ｄ．Ｈ．Ｃ．教会教義歴史 ５巻 ３６１～３６２頁）

この物語は，末 日聖徒の母親たちが復活について子供たち

に教えるようすすめていると思われる。それは家族を しっか

りと結び固める愛情のきずなにも関連 しているか らである。

末 日聖徒は生ける予言者や近代の聖典を通 して与えられる神

の啓示によって豊かに祝福 されている。古代および近代の予

言者たちの証詞は，復活のような根本的な教義に関する理解

と証詞を強あてくれる豊富な資料 となっている。予言者ジョ

セブ ・ス ミスの言葉には，私たちの基本的な教義を構成する

証詞が もられている。

「われわれの宗教の基本的な教義は， イエス ・キ リス トが死にた

まい埋葬され，そして三日目によみがえり， 天に上げられたもうた

ということに関する使徒や予言者たちの証詞である。 われわれの宗

教に係るその他の あらゆることばはこの出来事に附随するものにす

ぎない。 しかしこれらに関連 して更にわれわれは，霊の賜 信仰の

力神の意志による霊的な賜を享受すること， イスラエル家の回復さ

れること， 真理が最終的に勝利をおさめることなどを信じているの

である。」 （Ｄ．Ｈ．Ｃ． ３巻 ３０頁）

「使徒 や予言者 の証詞」を通 して，子供 たちを導 く末 日聖

徒 の母親 に とって関心 と益 になる もう一つの事柄 があ る。 そ

れはイエス ・キ リス トの神聖 な使命 についての予言であ り，

その一部 と して考 え られねばな らない復活の ことであ る。

ヤコブは 「あなたたちはキ リス トにある復活の力で よみが

え ることがで きる」（ヤコブ書４：１１） とい う主の瞭い によ っ

て， キ リス トと共 にあ りたい と願 った。 そ して永遠の計画を

予言 によって示 してい る。

「ごらん，私の兄弟たちよ， 予言する者はよろしく人が解るよう

に予言をせよ。 「みたま」 は真実を話 して偽 りたもうことがない。

それであるから，みたまは現在の事をありのままに示し， 未来の事



もまたありのままに示したもう。 それであるから，これらのことは

私たち自身を救うためにはっきりと私たちに示されている。 しかし

ごらん，これらのことを証明する者は私たちだけではない。 神はま

た昔の予言者たちにもこれを示 したもうた。」

（ヤコブ書 ４：１３）

予見 によ り神 はイエス降誕数世紀前 に，イエスが復活す る

とい うことを知 らすため，この神聖 な召 しに予言者 を召 し，霊

感 を与 えた もうたのであ る。 （モーサ ヤ書 １３：３３～３５参照）

あ らゆる神権 時代の予言者 は，死が永遠 に駆逐 され，墓 が

もはや勝利 を維持 しえない時が来 ることを知 っていた。

この ことにつ いて の旧約聖 書中の最 も明白な予言 の一つは

・ｆザヤ書 の２６章 １９節 であろ う。

「あなたの死者は生き，彼 らのなきがらは起きる。 ちりに伏す者

よ，さめて喜びうたえ。 あなたの露は光の露であって，それを亡霊

の国の上に降らされるからである。」

・ （イザヤ書 ２６：１９）

旧約聖書中の他の予言者たち も， イス ラエル民族 とすべて

の人類 の希望 と して，来 るべ き復 活について述べて いる。末

日聖徒 は ヨブの予言 を思 い出すで あろ う。 （ヨブ記 １９：２５ん

２７参照）

ヨブは墓 か ら現 われ る出来事 を目のあた りに し， エゼキエル

は骨 と肉が文字 通 り結合す ることを述べてい る。 （エゼキエ

ル書３７：１～１４参照）

また ダニエルは義 な る者 も不義 なる者 も，復活 した生命 を も

って現 われ ることを証詞 している。

モル モン経の予言者 たち も復活 に関す る予言を記録 してい

る。

ア ビナダイ （モーサヤ書 １６：７～１０）

ア ミュレク （アル マ書 １１：１４～４４）

ヤ コブ （第ニ ニーファ’イ ９ ：６～ ８ １１～１３）

アルマ （アル マ書 ４０：２１～２３）．

レーマ ン人 のサムエル （ヒラマン書 １４：１４～１６）

これ らの人 々はイエスの膿い によ り，すべての人 々が復活

す るとい うこと， そ してその体 は二度 と分離 しない とい うこ

とを指摘 してい る。

復 活に関す る多 くの予言 が現在成就 されてい るとい うこと

は，入 ではな く神 が この世 を統治 され た もうてい るとい うこ

とを証明 してい る。聖典 を信 じてい る人 々は神 の約束が必ず

成就す るとい う信念を もってい るが， それ は神 が 「使徒や予

言者 たち」．に確か にその約 束をなさ ったか らであ る。

予言者 ジ ョセス ・ス ミスに よって明 らかにされ た教義 で末
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日聖徒の母親にとって最 も美 しく満足すべき教義の一つは，

永遠に家族の関係が続 く．とい うことである。末 日聖徒は，永

遠進歩におけるこの次の段階は，イエス ・キ リス トが行かれ

た霊界で准り （第 １ペテロ３：１８～２Ｇ）人間の霊はすべてそ旨：

こに行 くということを理解 している。（アルマ書４０＝１１～１４）

霊界は義叡る者にも不義なる者にも進歩する機会が与えられ

るところ下ある。死んだ子供の霊 も，相当の年になって死ん

だ大人の睾と同 じようにこの霊界へ行 くのであ る。 両 者 と

も， この単を去った時の肉体の大きさには関係なく，型とし

ては大人 なのである。 （「福音の教義」 ６版４５５頁）

この世 を去 った子供 たちに関す るこの事実は，幾人 かの末

日聖徒のお母 さんたちの もつ，霊界 において も子供 たちを，

養育す るとい う信 念を認 めていない。予言者 ジ ョセブ ・ス ミ

スはこのことを，復活の時成就 され ると教 えてお り， ジ ョセ

ブ・Ｆ・ス ミス大管長がそれを次 のよ うに述べてい る。

子供をなくし，子供を成人にまで育てあげる特権，喜び， 満足を

享受 していない母親は復活ののち，その子供が 霊の完全な状態に成

長 している様子を見 この世でもたらされるものよりは，はるかに

多くの喜びと満足とを得るにちがいない。

この点に於 ては，予言者 ジ ョセブ ・ス ミスの言葉を引用 す

ることが適当であろ う。

「あなたが失 ったすべては復活 の時に元通 りに な る だ ろ

う。 もしあなたが忠実であれば………全能者 の啓示 によ り，

私 はそれを見 た。」

この教 え と一貫 して， ジ ョセフ ・ス ミスは次のよ うな真理

を明 らかに している。す なわち， この世に住 む人 の姿 ，形 が

それぞれ違 うよ うに，復活体 もまた違 うのであ る。 しか し，

老 い も若 きも栄光 を受け ることは確か である。

あなた自身の子供を自分の子供 として受け入れるために， また公

国に昇るために， あなたは一つの約束すなわちある儀式と祝福を受

けなければならないのである。 そうでないと天使となる。披らは死

んだ時と同じ状態で復活しなければならない。 私たちは日の栄光で

同 じ栄光と華しさに満たされた子供たちを 喜んで迎えることが風き

るのである。彼 らは外見的には様々であるが， 同じ栄光を受けてい

るため同じ栄光と輝きをもつのである。 白髪の老人で さえも輝きと

美 しさに喜ぶのである。この光景のすばらしさは だれも説明しえな

いであろう。

復活 す る時，私 たちの肉体 の欠陥 はと り去 られ完 全な身体

を得 るだ ろうとい うのが， アルマの証詞 であった。 これは，

現代の指導者た ちに よって もはっ きりと述べ られて いる。

「霊は再び体に返り，体は再び霊に返り， 手足も骨の関節もみな

元の自然の完全な身体のものに返り， 髪の毛一筋もな くな らず，身
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体のどの部分もみな自然な完全な形に復るのである。」

（アルマ書 ４０：２３）

復活 したイエスの噴いの力を証詞 して，ア ミュレクは次の

ように述べた。それは，復活によって，私たちの霊と肉とが

永遠に結合されるとい う真鍾を明らかに している。

「世には肉体の死と名づける死があるが， キリス トの死によって

肉体の死の縄目が解かれあらゆる人が この肉体の死から復活するこ

とができる。 ここに於いて霊と体とは再び合して完全な形とな り，
ノヒユ の

手足 も骨の関節も私たちが今持っている本来の形に返 り， 私たちが

今持 っているような知識を保ち， 明らかに自分が持 っている一切の「

罪を思いめぐらしてそのまま神の御前に引き出されるのである。 こ

の復活はあらゆる人が全部受けるのであって， 老若男女の区別奉 く

悪人 と善人 とを問わず奴隷と自由人とのへだてなく， 一す じの髪の

毛さえも失われずに， 総身の何れの部分 もあたかも今の世にあるよ

うになり，完全の形にかえるのである。 それから後で，その行いの

善し悪 しに応じて裁判を受けるため， 一つの永遠の神会を成すお方

すなわち御子なる キリス トと父なる神 と聖霊 との法廷に召されζ。

今私は肉体の死 と肉体の復活とについてあなたたちに話 したが， こ

の死ななくてはならない肉体は不死不滅の体となって 死からよみが

える。 すなわち第一の死から復活して後に永遠の生命を受けるので

ある。それであるから，人はもう死ぬはずがない。 人の霊は体と合

していつまでも再び離れない。 そしてこのように相合したものはみ

な霊性体 となって不滅となり再び朽ちることがないのである」 と言

った。 （アルマ書 ユ１：４２～４５）

予言者の証詞をよく考えてみる時，私たちはこの世の生活

いかんによって祝福を受けるか，あるいは罪の宣告を受ける

ということがよく認識できるのである。

主は義の律法に忠実であるならば日の栄光の復活を受ける

だろうと約束 された。

「日の栄の霊の者たちも，肉体たりしと同 じ体を受 く縛 く

すなわち汝らは汝らの体を受けて，汝 らの光栄は汝 らの体を

生か したる光栄と同 じからん。」 （教義 と聖約８９：２８）

復活を通 して得 る体は私たち自身のものとなり他人のもの

とはならない。両親が健康や道徳上の純潔の律法を守 るよう

子供たちに教えることは大切なことである。

復活の知識とそれに関するもろもろの知識をもっている末

日聖徒は何と幸せなことだろう。．

福音が回復さ鵡 復活の現実性を知った私たちがそれらを

子供たちにも教えることができ「るのは何 と祝福されるこζだ

ろう。モロナイ，バプテスマのヨハネ，エライジャ，モーセ

その他の予言者たちは，信 じて従うすべての人々に永遠の救

いのたあの栄光と権能，特権，鍵 と祝福を携えてこの世に復

活体をもって現われた。その一人一人はジョセブ ・ス ミスと

５２

オ リヴァー ・カ ウ ドリーに現われ，肉体 の復活 が真実で ある

ことを明白に した。

「偉 大な出来事 とは
， その及ぼす影響 が極 めて大 きい もの

をい うのであ る。」

イエ ス ・キ リス トの贈 いによって もた らされた復活 は， こ

の世にかつて生 きた者，今生 きてい る者， これか ら生 きる者

すべて に及 んでい る。すべて の人 々は肉体 の死 に打 ち勝 ち復

活す るのであ る。例外 はひとつ もない。

（使徒 行伝 ２４：１５，黙示録 ２０：１３， アルマ書 １２：１６～１８

参照）

「第一の復活 に与 れるよ う準備をす ることほ ど大切 な こと

は ない 。」人が受 ける復活体 は， こ の 世で選 んだ律法 によっ

て定め られ る。 （教義 と聖約 ８８：２０～３２） 「よ り よ い 復

活」 もある。 （ヘブル書 １１：３５）人 々は復活 す ると復活体

を もってそれぞれの栄光 の王 国を受 けつ ぐが，主 はそれ らを

日の栄光，月 の栄光，星 の栄光 と明確 に説 明 してお られ る。

日の栄 光に も誠命 を完全 に守 ったか どうかによ って相違 があ

る。 日の栄光 を受け るか否か は， イエ ス ・キ リス トの福音 に

忠実か否 かによ る。神 のよ うになることがで きるか どうかは

・ｆエ ス ・キ リス トの福音 に完 全に忠実 であるか どうかによ る

のである。 （教義 と聖約 １題 ：１～４，１３２：２８～３３，９３：２６

～２８，１３０：２０～２１）
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５レ つ

こ ど もの た め

くつ の 中 か ら出 た 「た か ら もの、

（ノ ル ウ ェー に あ った本 当 の お話 し）

ヨンの くつ は も う くつ や さん に持 っ 真簗轟ジ

て 行 って な お さな け れ ば ， は け な い ’

よ う にな って しま い ま した。 ジ ョ ンは お母

さん と ２歳 にな る弟 の オ ズ ボ ー ン とい っ し

ょ に ス テ ィー ン丘 とい う所 に住 ん で い ま し

た．。 ジ ョン はそ の丘 で か け っ こを す るので

くつ が す っか りす り切 れ て しま っ た の で

す 。 お父 さん が な くな って か ら， み ん な は

ノル ウ ェー の 海 岸 に．．番 遠 い フ ロー ヤ 島 か

ら， トロ ン トハ イ ム とい う町 の 小 さな アパ

ー トに ひ っ こ して 来 ま した
。 ２人 の こど も

と お母 さん は， 時 々古 く美 しい そ の １１じか ら

ブ イ ヨ ル ド （ジ グザ グ に まが って い り くん

だ わ ん ） や 港 を な が め て い ま した，，

ジ ョンの ボ ロ ボ ロの くつ を は じめ て見 せ

た 時 お母 さん は た め い きを つ い て ，

（ ９ ）



の くつ や さん は しら な い け れ ど よ い 店 を 見

つ け な くて は な らな い わね と言 い ま した 。

２， ３ １．．．｛た って ， ジ ョ ンの くつ を も って く

つ や さ ん の 男 の 子 が や って きま した 、，そ の

男 の ∫は くつ を ジ ョ ンに わ た しな が ら 「こ

・れ ぼ くの お 父 さん が な お した ん だ よ 」 と言

い ま した ， ジ ョンは さ っそ くそ の くつ を は

こ うと しま した が ， 先 の 方 に何 か が つ ま っ

て い る ら し く足 が 人 り ませ ん で した． くつ

を の ぞ い て見 た と ころ 小 さな 本 が ま か れ て

人 って い ま した。

ジ ョ ンの お父 さん は 校 長 先 生 で した。 彼

は お父 さ ん か ら読 書 す る こ と を教 え られ て

い ま した が ， くつ か ら取 り出 した 小 さな 本

を 見 て も さ っぱ りわ か らな か った の で， す

ぐそ れ を お母 さん の所 へ 持 って 行 き ま し

た、．そ の 夜 小 さな 本 を読 む お 母 さん の よ う

す が い つ もとか わ っ て い るの を 見 て ， ジ ョ

ンは ふ し ぎ に思 い ま した。 お 母 さん はだ ま

って 読 ん で い ま した ， そ の つ ぎの 日 お母 さ

ん は ちが う くつ を 紙 につ つ み ， 「これ か ら

お話 を した い の で くつ や さ ん に 行 って 来 ま

す 」 と言 って 出 か けて 行 き ま した。

帰 って 来 た 時 お 母 さん は何 か ぼ ん や ．り し

た よ うす で した ，．何 目か た って ジ ョ ンの く

つ が もど って 来 ま した 。 そ の くつ の１中 に も

ま た 同 じよ うな 小 さな 本 が 入 って いた の で

す ，， そ の夜 お母 さん は そ の 新 しい 本 を 読 ん

で い ま した，， ジ ョンは お 母 さん に 「ぼ くに

も読 ん で 聞 か せ て よ 」’と言 い ま した が ， お

母 さん は わ らい な が ら首 を よ こ にふ るだ け

で した ．

それ か ら何 年 か た った あ る 日の こ と， お

母 さん は二 足 目 の くつ を持 って行 った 時 に

くつ や さ んが 言 った こ とや， ど う して くつ

の 中 に小 さな 本 を入 れ た の か を は じめ て ジ

ョン に話 して くれ ま した。

くつ や さん は こ う言 った の で す。

「お ど ろ くか も しれ ま せん が
， くつ に し き

か わ を 入 れ る よ り も， も っ とか ちの あ る も

の を 入 れ て お き ます よ」

お 金 に か え られ な い たか らを くつ の 中 に

見 つ け た お母 さん は， や が て 末 日聖 徒 イ エ

ス ・キ リス ト教 会 の 会員 にな りま した。 そ

の小 さな 本 とい うの は １．．モ ル モ ン」 のせ ん

き ょ う しの パ ン フ レ ッ トだ った ので す 。

（ル シル ・シー ・リー デ ィ ング）
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１６の三角形

どうして次郎は太郎を見て笑っ

ているのでしょう。なぜなら太郎

がこの大きな図を１６の小 さな三角

形にすることができるというから

です．鉛筆をＡのところにおいて

そこにもどるまではなさないで太

郎のい うのが正 しいかどうか調べ

てみましょう。
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こい ぬ が

しった こ と

ジ ェ ネ ヴ ィ ー ヴ

ヴ ィ ・ハ ン ト

か い いた のへ いが ぱ た 一 ん とお とをた

た てた ので ， み る とぼ うや が で か け

て い き ま した ，， そ こで こい ぬ は もん の と こ

ろへ か け よ って ，と を あ け よ う と しま した 。

で もか け がね が た か す ぎて ， とて も と ど き

ま せん で した。 こいぬ はな きだ して しま い

ま した。 は じめ は ち い さ な こえで な いて い

ま した が ， な き こえ はだ んだ ん お お き くな

って い きま した。

「くん くん。 く一 ん， く一 ん」

ば らの しげ み で ひ る ね を して いた こね こ

が ， そ の こえ で め を さま しま した 、， う一 ん

とせ の び を して ，か らだ を ２， ３か いぶ る

ん ぶ るん させ る とに ゃ一 お とい って ， 「．ど

う して あ な た は そ ん な に な くの １とき き ま

した。

「ぼ く一 ， ぼ く， ぼ うや が い な い の で な い

て るの。 が っ こ うへ い って しま っ た ん だ

よ。 ぼ くい っ し ょに い きた い んだ ，、 くん く

ん 。」

「あ ら， ば か ね。 ぼ うや のせ んせ い は， あ

な た に が っ こ うへ き て ほ しい な ん て お も っ

て い な い わ 。」と こね こは しか りま した 、，

「あ な た は ， や さ しい な しの きお じい さん

の か げ で おや す み な さい な．．は し りま わ る

に は あつ す ぎ るわ ∩」

そ うい って ， こね こは な が い し っぽ をふ

りふ り， い って しまい ま した。 こい 轟 はた

め い き をつ いて ， こね こが み え な くな る ま

で じ っ とす わ って い ま した。 そ れ か ら くび

を か しげ ま しナニ． こい ぬ はか ん が え る と

き， いつ もこ うす るの で す。 あ の や さ しい

な しの き お じい さ ん のか げで や す ん だ らい

い の か し ら ？ それ と もが っ こ うへ い った

ほ うが い い の か１しら ？

ち ょ う どそ の とき， や おや さん が もん か

らは い って きて ， と を あ け っぱ な しに して

い きま した。 そ れ をみ た とた ん に， こい ぬ

は む ち ゅ うで ， に わ を ころ げ る よ うに か け

だ して い きま した，〕て あ しをぱ た ぱ た させ

て ， い っ しょ うけ ん め い み ち を は し って い

き ま した。

こい ぬ はま もな く 「せ か い は ぼ くの もの

だ 。．「 とい い た そ うに， お お い ば りで あ る

い て い る， と さか の あ か い お ん ど りに あ い

ま した。

１が っ こ うへ い くみ ち を お しえて ，、そ した

らぼ く， ぼ うや に あ え る んだ 。」 と こい ぬ

はた ず ね ま しだ ， お ん ど りは は ね をば た ば

た させ ， くび を の ば して お お ご えで こた え

ま した ，

１こけ こ っこ一 ， こけ ご っ こ一 ， お う ’ちに

（ １１ ）
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か え った ほ うが い い よ ．，１

で も こい ぬ は ど ん どん か け て い き ま し

た ．． しば ら くす る と， おが わ の そ ば で ク ロ

ー バ ー の は な か らみ つ をあ つ めて い るみ つ

ば ち に あ い ま した 、，

「が っ こ うへ い くみ ち を お しえ て。 そ した

らぼ く， ぼ うや に あ え るん だ 。」

「ぶ 一 ん ぶ 一 ん。 ぶ ぶ 一 ん 、、 お う ちに か え

った ほ うが い い よ ．」 と み つ ば ちは こた え

ま した ，

そ れ で も こい ぬ は は し りつ づ け て ， こ ん

どは ， は い い ろ の が ち ょ うの か ぞ くの な か

へ とび こん で し ま い ま しだ ，

ユ， ２， ３， ４， ５， ６， ７， が ち ょ う

の か ぞ くは ７わ もい ま した、、

「が あ ， が あ 。１と は い い ろ の が ち ょ うは

お こ り ま した 。 こい ぬ が こ ど もた ち を い じ

め る と思 った の で す。

こい ぬ は お ど ろ い て ， ふ る え な が ら ちい

さ な こえ で 「くん， くん ， くん。 ど うぞ は

い い ろ の が ち ょ う さん ， いか せ て くだ さい

ぼ くは ぼ うや に あ うた め に， が っ こ うを さ

が して い るだ け な ん で す 。」

が ち ょ うは ， こい ぬ が が っ こ うを さが し

て い る だ け だ と きい て ， お お き な つ よ い は

ね で こい ぬ を お しだ して ， 「が あ が あ ， そ

れ じ ゃい きな さい 。」 と い い ま した。

こい ぬ は か け だ そ うと しま した が ， あ し

を どう の な か に つ っ こん で こ ろん で しま い

ま した，、か らだ じ ゅ うど ろん こで す ，， こい

ぬ は な ん ど もか らだ をぶ るぶ る させ て ， ど

う を お と そ う と しま したが ， な か な か お ち

ま せ ん 、 １あ あ， こね こや お ん ど りや み つ

ば ちの い う こ とを き い て い れ ば よ か った な

あ，、 う ち に か え った ら， も う ２ ど とに げ な

い よ うに しよ う。」 と こい ぬ は お もい ま し

た 。 こん ど は む き を か え て ， どん どん う ち

へ か け て い き ま した。 そ して と う と う， や

さ しい な しの きお じい さん の ま つ にわ へ ，

ぶ じに もど って きた の で す ．，

「ほ ら ご らん。 あ な た ， よい こ とが わ か っ

た で し ょ う 。」 と こね こは た か い きの うえ

か らい い ま した 。

こい ぬ は う ち にか えれ た のが うれ し くて

こ とば が で ませ ん で した 。 けれ ど もぱ た ぱ

た し っぽ を ふ って こた えた ので す ，

１０頁 の
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レ ー モ ン と

に わ と り

バ ー ナ テ ィ ン ・

ビ ィ ー テ ィ ー

（フ ィ リ ッ ピ ンの 物 語 ）

一 モ ンは妹 の マ リア とい っ し ょに ，

レ
フ ィ リピ ンバ リオ （村 ） へ 長 く続 い

て い る で こぼ こ道 の かた わ らにす わ って い

ま した。 二人 の そ ば に は， 三 羽 の 白い め ん

ど りが 入 った竹 か ごが あ りま した 。

「い つ か， き っ と， 私 は め ん ど りをい くつ

か育 て るわ， そ して ビー ズ 糸 を買 うわ ， 青

い ビー ズよ ，夏 の朝 の お空 の よ うに青 いの

よ １マ リアは う っ と り と して い い ま した 。

レー モ ンは ， ち ょ っ と笑 い ま した。 女 の 子

は ， ど う して そん な つ ま らな い ものが ほ し

いの だ ろ うか と思 い ま した。

［お じい さんが き た わ よ」 マ リアが さけ び

ま した。 大 き な カ ラバ オ （水 牛 ） に 引 か れ

て ， ガ ラガ ラゆ れ なが ら， 車 は二 人 の 方へ

や って きま した。 レー モ ンは， お じい さん

の 横 に す わ って い る い と この マ ニ ュエ ル を

見 た と き， お もわ ず， は っ と しま した．、 そ

うだ ， マ ニ ュエ ル も市 場へ め ん ど りを 持 っ

て い くん だ。 ６ケ 月前 お じい さん は レー モ

ンと マ ニ ュエ ル に， 三 羽 の め ん ど りを くれ

ま した 。 １高 く売 れ るよ うに ，大 き く育 て

な さ い よ。 そ うす れ ば 自分 で使 え る お金 が

た くさ んで き るか らね 」 とお じい さん は い

って い ま した ，，今 朝 ， レー モ ンの心 は ドキ

ドキ して い ま した 、、 「お じ さん が マ ニ ュ エ

ル を 自ま んす る よ う に， ぼ くを 自ま ん して

も， も うい い よ， 僕 の め ん ど りは大 き くな

って い る もの」 す る と， マ リアが い い ま し

た。 「お じい さ ん は， マ ニ ュ エル と同 じよ

うに お 兄 さん を いつ も 自 まん して い るわ」

「ち が うよ， マ ニ ュ エ ル は学 校 の成 績 も良

い し， お 祭 りの マ ラ ソンで も優 勝 した よ。

お じい さん は， 僕 が勝 つ と思 って い た の に

な あ 」

「パ ブ ロが た お れ た とき， 助 けな け れ ば，

：：．郵亭 、

雛
噸

（ １３ ）



お 兄 さん は 勝 て た わ よ， み ん な そ うい って

るわ ．」

と マ リア は い い ま した，， 「で も勝 った の は

マ ニ ュエ ル さ」 レー モ ン はい い ま した 。

［ドウ ドウ」 お じい さ ん は， レー モ ン とマ

リアの そ ば で ， 野 さ い と果 物 を つ ん だ 車 を
イ

とめ よ ５と たず な を 引 きま した。

「ヨー シ」 ， レー モ ンが 馬 車 に竹 か ごを乗

せ る と， お じい さん は 「こ り ゃす ごい， ふ

と った め ん ど り じ ゃ， レー モ ンよ ご とい い

ま した。

「サ ラマ ッ ト （あ り が と う） お じ い さ ん ゴ

マ ニ ュ エ ル は レー モ ンの め ん ど りを う らや

ま しそ うに 見 て い ま した 。 「め ん ど りを マ

ー ケ ッ トへ 持 って い った ら， い く らで 売 れ

るか が 大 切 なん じ ゃ」 「良 くふ と った め ん

ど り ほ ど， 高 く売 れ るか らね 」 お じい さん

は に っ こ り して い い ま した 。

マ ニ ュ エ ル は 「ぼ くは， レー モ ンよ り も

っ とお 金 を も ５け られ る よ 」 と 自 まん しま

した。

レー モ ン は 「マ ニ ュエ ル ， 今 は ちが うよ

今 日はぼ くの勝 ちだ よ 」 と答 え ま した。

お じい さん は に っ こ り して 「さあ さあ ，

こ っち へ お い で ， め ん ど りが売 れ て か ら，

決 め よ う よ」 と い い ま した。 「じゃ あ， マ

リア行 って くる よ」 レー モ ンは 水 牛 の車 に

よ じの ぼ りま した。

「レー モ ンま って ／ ま って マ ニ ュ エ ル ．」

マ リアは さけ び ま した 。

しば ら くい って お じい さん は ， 車 を とめ

ま した 。 そ して 村 で一 番 年 と った ， カ ロ ッ

タ マ ル チ ネ お ば あ さん を ， 待 ち ま した。 お

ば あ さん は と くい そ う に い い ま した。

「わ しの ま ごが 町 か ら や って きた ん だ よ、，

一 番 大 きな め ん ど り を くれ ん か。 わ しの か

ご を売 った ら来 週 お金 は 払 うよ 。「

マ ニ ュ エ ル は 「ヒ ンデ ィ （だ め だ よ） わ

る い け ど ぼ くは ， 今 お 金 が い るん だ 」 とい

い ま した、．

レー モ ン も， マ ニ ュ エ ル と同 じ こ とを い

お う と し ま した が ， この カ ロ ッタ マ ル チ ネ

お ば あ さん の こ とを思 いだ しま し．た。 お ば

あ さん は いつ も， とて も親 切 な人 で した、，

ほ ん と うに村 で， だ れ か が病 気 に な った り

困 った と きは ， い つ も一 番 に 行 って 助 け ま

した、、

レー モ ン は， マ ニ ュ エ ル と同 じ こ とが い

え ませ ん で し．た。 彼 は ， とび 降 りて ，竹 か

ご を あ け ，一 番 大 きな め ん ど りを おば あ さ

ん に わ た し ま した。 「レー モ ン， あ りが と

う。」 カ ロ ッタ おば あ さん は い い ま した。

車 が 動 きだ す と， マ ニ ュエ ル は笑 い な が ら

レー モ ンに い い ま した。

「君 は， も うめ ん ど りの お 金 を も らえ な い

よ，， カ ロ ッ タお ば あ さ ん は， 年 とって ， 忘

れ っぽ いか らね 。」 レー モ ンは た め息 を つ

き ま した。 僕 は， マ ニ ュ エ ル の よ うに上 手

な商 売 人 に は なれ な い な あ と思 い ま した 。

それ か ら， レー モ ンは 急 に 元 気 に な り ま し

た． そ れ は ， マ ニ ュ エ ル のめ ん ど り ３羽 よ

り， レー モ ンの 残 った二 羽 の方 が重 い か も

知 れ な い と思 っ た か らで す。

そ うだ と，今 日の 夕 方 に は ， た くさん の

お金 が入 るか も知 れ な い 。 レー モ ン は お じ

い さん の 顔 を ち ら っ と見 ま した が ， お じい

さん は 知 らん 顔 を して い ま した 。

み ん な が 市 場 へ き て み る と も うた く さん

の 人 が 集 って い ま した。 村 か らや って きた

人 々 は市 場 の 広 場 に 持 って きた もの をひ ろ

げ て い ま した。 レー モ ンと マ ニ・ユ エ ルが お

じい さん が 荷 物 を お ろ すの を手 伝 って い る

と き， お 客 が や って き ま した 。 女 の お客 は

「よ くふ と った， め ん ど りを くだ さい 」 と

い い ま した。 マ ニ ュ エ ル は 喜 こん で 自分 の

竹 か ご を お ろ して い い ま した。

「こ こに よい め ん ど りが い ます よ 。」 女 の

人 は 「これ な の ／私 は こん な の を ほ し くあ

（ ／４ ）



りま せ ん よ ．．とい って 車 の そ ば に や って き

ま した、、そ して レー モ ンの め ん ど りを指 さ

して 「そ この ， そ れ を下 さい 」 とい い ま し

た。 レー モ ンは とて も喜 こん で ， 竹 か ごか

らめ ん ど りを と りだ して わ た し， 女 の人 か

ら も ら った お金 を ポ ケ ッ トに 入れ ま した．，

マ ニ ュ エ ル は 「．ぼ くはめ ん ど りを む こ うへ

持 って 行 こ う ．とい って， マー ケ ッ トの 人

口 の近 くの あ いて い る と ころ を指 さ しま し

た、、

お じい さん は に っ こ り して 「そ うだ ， マ

ニ ュ エ ル ， ふ と った め ん ど りが い る と こ ろ

で は ， や せ た め ん ど りは 売 れ な い か ら ね

え ．１とい い ま した，，

１一まだ まだ 時 間 は あ り ます よ ．」 とマ ニ ュ エ

ル は 笑 い ま した ．， お じい さん は 「レー モ ン，

市 場 を見 に行 きた くな い か， お客 が きた ら ．

わ しが お前 のめ ん ど り を売 って や るか らい

って お いで 」 とい い ま し灯 、

レー モ ンは うなず いて ， とて も喜 こん で

お 店 の方 へ 歩 き だ しま した ， お店 には す ば

ら しい もの が た く さん あ りま した 、水 牛 の

角 の 柄 が つ い た ナ イ フや ， ベ ッ トや ， お菓

子 ， 魚 ， か ご， イ ナ ゴの つ くだ にな ど が あ

り ま した 。

とつ ぜ ん レー モ ン は ハ ッ トと して 立 ち ど

ま りま した。 それ は お店 に ビー ズ糸 ， あ の

夏 の朝 の よ う に青 い ビー ズ糸 が つ って あ っ

た か らで ず ，彼 は ， マ リア の こ とを思 いだ

しま した ，， さ っ きめ ん ど りを売 って も ら っ

た お金 で 買 え るか な。 レー モ ンは うれ しそ

う に ニ コ ニ コ して お 金 を だ して ビー ズ糸 を

買 い， ポ ケ ッ トの 中 へ ， 大 切 に しま い ま し

た．，

マ リア はび っ くり して 目を 輝 や か す だ ろ

うな あ。

急 に レー モ ンの 足 は おそ くな りま した。

で もぼ くが， さ っき 二羽 目 のめ ん ど りを 売

って も ら った お金 を， 青 い ビー ズ糸 を 買 う

た め に使 って しま った こ と が わか った ら，

マニ ュ エル は笑 うだ ろ う な あ， と思 い ま し

た。

「待 て ．／ どう ぽ う ／ 待 て ／ １店 の主 人

は， 大 きな 声 を だ して ， レー モ ンの 方へ 走

って くる 少年 を 追 い か け て きま した ．， レー一

モ ンは少 年 を つ か まえ て し っか りと押 え ま

した．Ｉ Ｉぼ くは， な ん に も と らな い よ ／ １

．少年 は こわ そ うに 店 の 主 人 を 見 あ げ ま し

九 ， 「ぼ くは ただ 仕 事 を さが して い た だ け

だ よ 」 「あ あ ／ や っ とつ か ま え た ぞ ．右

店 の 主人 は， 少 年 のみ す ぼ ら しい 上着 を

な で ま わ しま した。 主 人 は， 何 も見 つ け る

こ とが で きませ ん で した 、， それ で もお こ っ

て ， に らみ つ け， そ の子 の肩 を はげ し くゆ

さぶ り ま した。 １も う二度 とわ しの 店 に 近

寄 る な よ」 とい い ま した． 少 年 は， レー モ

ンの腕 の 中で もが きな が ら 「放 して よ ／一１

と い い ま した 。

そ の 子 は， とて もや せ て ， お な か が す い

て い るよ うに見 え ま した 。 レー モ ンは そ の

子 を 見 て ニ ッ コ リ笑 い 「も う こわ が らな く

て もい い ん だ よ， ぼ く らは友 だ ちに な ろ う

よ 。ぼ くとい っ し ょに お い で よ。 お母 さん

が 作 って くれ た ， 食 べ物 を あ げ る よ」 少 年

の 顔 は， 喜 こん で 二 人 が ， お じい さん の と

ころへ 戻 る と き に は， とて もは し ゃい で お

し ゃべ りを して い ま した 。

「この子 は だれ だ 」 お じい さん は たず ね ま

した ， 「ぼ くの新 しい友 だ ちだ よ， お な か

の す いて い る友 だ ち さ一１と レー モ ンは答 え

ま した 。

「ぼ くは， ジ ュ ア ンで す 」 そ の子 は い い ま

した 。 「よ く きて くれ た ね， ジュ ア ン よ」

と お じい さん は や さ し くい い ま した 。

「ぼ くは， おば さん とい っ し ょに住 ん で い

ます 。 で も， お ば さん は ，ず っ と病 気 な ん

で ず ， だ か らぼ く， 仕 事 を 見 つ け よ う と思

っ た んで す。

臼 ５ ヒ）



おば さ ん に， お く り もの を あ げ たか った

ん で す 。一「 少 年 は， こ うい って こ わ そ うに

レー モ ンを 見 あ げ ま した 、， 「ぼ くは， ど ろ

ぼ うで は な い よ 」 「．そ うだ と も， 君 は， ど

ろ ぼ うで は な い よ 」 お じ い さん は， 少 年 と

レπ モ ンの 二 人 へ ， 食 事 を も って きて 「さ

あ ， い っ し ょ に食 べ よ う」 とい い ま した ，，

ジュ ア ンは お じい さん が お いて くれ た 食 事

を て い ね い に わ け て ， お じい さ ん に 「これ

を ， ぼ くの お ば さん に持 って い って もい い

？ ぼ くは そ ん な に ， お な かが す い て い な

い ん だ よ 」 とた ず ね ま した。

レー モ ンは の どを ， ご く りと させ て 「も

ちろ ん い い と も」 と い い ま した．， お じい さ

ん は ま た ほ か か ら マ ンゴ とた ま ごを だ して

きて 「こ こ に も まだ あ る よ 。」 とい い ま し

た 。 ジ ュ ア ンの 目 は， か が や い て ， 立 ち あ

が り， は ず か しそ う に笑 い ま した 。 「み な

さん ， あ りが と う」 「待 って， ジ ュ ア ン」

レー モ ンは そ うい っ て， か ごか ら さい こ の

め ん ど りを だ して き ま した。 そ して 「これ

君 の おば さん へ あ げ るお く り もの だ よ」 と

い って わ た しま した。 ジ ュ ア ンは ， ち ょっ

と， ど う して 自分 が こん な に親 切 に され る

の か ， わ か りませ ん で した 。 マ ニ ュ エ ル が

む こ うか らか らに な った 竹 か ごを も って ，

こ っ ちへ 走 って き た とき も， ジ ュ ア ンは，

まだ ど う して かん し ゃ し よ うか ， も じも じ

して い ま した。 それ か ら， ジ ュ ア ン は手 を

ふ って ， 人 ご み の 中 に 消 え て い き ま した。

マ ニ ュ エ ル は， 大 声 で わ らい ま した。 か れ

は ポ ケ ッ トに手 を入 れ て ， お金 を い っぱ い

と りだ しま した。

「お じい さ ん 見て よ 」 マ ニ ュ エル は 自 ま ん

そ う に い い ま した、， そ して 「さ あ， こ ん ど

は ， レー モ ンが ど れ だ け も うけ た の か見 せ

て よ」 と い い ま した。

「レー モ ンお いで １とお じい さん は い い ま

した 。 レー モ ンは た め い きを つ き ま した。

ポ ケ ッ トか ら， ビー ズを だ して 「．マ リアへ

の お く り もの だ よ 」 とい い ま した 。 マ ニ ュ

エ ル は 「そ れ だ ．けな の」 とた ず ね ま した 。

「そ うだ よ 」 レー モ ンは お じい さ ん の方 を

む い て ， 「ぼ くは ， じ ょ うず な商 売 人 に は

な れ な い だ ろ うね 」 と い い ま した、，

お じい さ ん の黒 い ひ とみ が， き ら っ と光

りま した 。 お じい さ ん は， レー モ ンに い い

ま した 。 「レー モ ン， お ま え は， 自分 の め

ん ど り を ３つ の も の に売 った こ とに な るん

だ よ１、 ひ とつ は， カ ロ ッ タお ば あ さん の 幸

福 ， それ か ら新 しい お友 だ ち， そ して お ま

え の 妹 の た め へ の 美 しい お くり もの だ ね．，

これ ら は お金 よ り も， も っとね うち が あ る

ん だ よ。 お ま え の商 売 は ， じ ょ うず だ った

よ。 わ しは， お ま え を 自ま ん して い るよ ，

レー モ ンよ．・

レー モ ンは胸 が あ つ くな りま した。 そ し

て マ ニ ュ エ ルが， が っか り して お こ って い

る のが わ か りま した 。 マ ニ ュ エ ル は ， レー

モ ンの手 の 中 で， 宝 石 の よ うに か が や い て

い る ビー ズ と， 自分 の 手 にあ る お金 を 見 つ

めて い ま した、、彼 の お こ った顔 は だ ん だ ん

な くな って い きま した 。

マ ニ ュ エ ル は ， じ っ と立 って い ま した が

や が て ニ ッ コ リとほ ほ え み ま した 。 そ して

［お じい さん ， お じい さん は ぼ くた ちが ど

うな る か知 って い た ん で し ょ う、，そ して 僕

に大 切 な こ とを教 え よ う と思 った ん で しょ

う」 とい い ま した ． お じい さん は ， や さ し

そ うに わ ら って 「マ ニ ュ エル が ， よ くわ か

っ て くれ た ら， わ しは うれ しい よ」 とい い

ま した。

レー モ ン とマ ニ ュ エル の 目が あ った と き

２人 は い っ しょに 笑 い ま した ，， お じい さん

は， とて も とて も ２人 を よ く知 って お り，

た く さん の 愛 を も って い ま した 。 ２人 に と

って， そ れ は そ れ は 深 くて 強 い 愛 だ っ たん

で す。

（ １６ ）
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過 ぎ 越 し の 祭 ．り

ヘ レ ン ・ ブ レ ー ク ・ ス ミ ス

は教会の会員として，もうすぐ半世紀にもなろうとしており私

ますが，今までに日曜学校の先生の経験がありませ ん で し

た。現在，１６歳と１７歳の生徒を教える責任をいただいていますが，

彼 らがいわゆる 「難かしい」年代なので，私 自身困惑する時があり

ます。す ぐれた教師用手引はいずれも 「生き生きと教えなさい」と

忠告 しています。

生徒たちは「パーティーをしましょうよ／」とたびたびいいます。

この授業に興味を覚えないクラスをどうしたら生き生きと教えら

れるでしょうか。 日曜学校でパーティーをすることが良いのでしょ

うか。慣れない教師は，何をすれ１ま良いので しょう。

私たちは 「主のメッセージ」の９課を勉強 していました。私が彼

らに 「過ぎ越しの祭り」について説明 していたとき，それが生徒た

ちに伝わっていないと痛切に感 じたのです。その時急に私は 「自分

たちで過ぎ越しの祭りをしてみたら，教師 と生徒がひとつになるの

ではないだろうか」と思いつきました。時期的にはいいし，このよう

な休日として祝うお祭りで私はもっと生徒に近づけるのではないか

と考えました。 この私の提案に対しても，生徒たちはそんなに熱心

でありませんでした。でもこの考えは受け入れられました。それも
星更まあだれかがやるからいいさ”という程度の暗黙の了解でした

。

私はバイブルで使われているようなことばを，羊皮紙のような紙に

書き巻き物のように細い棒に巻きつけ，わらで結んだ招待状をだ し

たらと思いましたが，生徒たちはあまり興味を示 しませんでした。

クラスの役員は，その招待状を渡す ことには賛成で した。もちろん

不活発会員も招待 しました。
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過ぎ越しの祭りの研究

何か出席者をあっといわせることがどのようなパーティーでも一

番大切です。私はそれを自分で製作 しようと決心しました。それで

公共図書館 と．２，３のユダヤ人の友人から教えを受けて資料を集め

ました。ユダヤ人の信仰の３つの形式から彼 らの習慣を浮きぼりに

して，多少変わったところがあったとしても，本物の過ぎ越しの祭

りの形をそのまま表わせ るものを工夫することができました。

古代の祭りを調べていくにつれて，私はユダヤ人の信仰の中にあ

る神への愛また家庭や家族が美 しい生活を しようとしている信念に

強 く心を打たれました。私はセダー （奉仕の順序の意）が過ぎ越 し

の前夜に行われ，八日間の祝いの最も盛り上がる日であることに気

がつきました。

過 ぎ越 しの一週間の時だけ使われるお皿は，持ち寄って洗われま

す。また過 ぎ越 しに使われる銀の器はきれいに磨かれます。明るく

きらきらとあかりのともった家は，家族の族長か一番年上の男の人

の指示によって，この古代のならわ しに参加するために集まるとき

それは，家族の幸福そのものを光りかがやかせているようです。

過ぎ越しの祭りの準備は高まる

クラス委員長が，私たち２８人の夕食をする部屋をお母さんにたの

んでくれていたので，私はこの祭りの出来事を書きつづけることに

専念できました。親切なそのお母さんは，よく私たちの意図を理解

して下さり，食堂を使 うのはもちろん，樫の木でできた家具 ・すば

らしいテーブル掛け，陶磁器， フォー ク類などをも使わせて下さい

ました。

夕食の日が近づ くにつれて，私は会員たちに電話をかけ，特別に

助けをお願いしたいとお話 しし，責任を割り当てました。彼らはこ

れらのお願いを喜 こんで受けて下さいました。

過ぎ越し
しるし

私たちは ドアに， 「小羊の血」を象徴 した印をつけている彼の家

に集まりました。．クラス委員長は，クラスを一っの家族 とみ な し

て，族長すなわち 「父親」の役につきました。

みんなが黒いちりめん紙で作ったママカス （丸ずきん）をかぶる

と彼はユダヤの聖典を読みました，（その帽子は神の御手に守られて

いることをあらわすものです）少女たちは手を洗 う儀式のためとか

わいらしい青い水さしとリンネルのナプキンを配 りま した。 そ し

て，私たちは立ちあがって，さあ，はじめましょうと 「苦菜」を食

べました。

それからクラス委員長の家で美 しいテーブルのそれぞれ定められ

た席につきました。そのテーブルの中央には先祖からずっと継承 さ

れてきた７つの枝のついた大燭台がおかれてありました。

家族の長の前には，セダーを象徴する大皿が置かれました。 これ

にはいけにえの羊をあらわす焼かれた小羊の骨，生命と希望の象徴

である焼かれた卵，義を失った者の苦 しみをあらわす 「苦菜」とし

てしょうがの根 とパセ リ「イスラエル人がエジプ ト人に強制的に奴

隷にされて血みどろで赤いれんがを作ったことをあらわす」 リンゴ

と豆と酒 （私たちはグレープ ・ジュースを用いた）の混ぜ合わされ ．

た赤いものが置かれました。

「族長」はテーブルの上座で管理 し，お客としてきており，また

最年少の出席者でもあった私の息子が，伝承されている 「四つの質

問」をし，族長は束縛から逃れたイスラエルの子孫の古代の物語り

を語りました。

トーラ （律法の書）には次のように書かれています。

「後になって，あなたの子が ｒこれはどんな意味ですか」と問う

．ならば，これにいわなければならない， ｒ主が強い手をもって，わ

れわれをエジプ トから，奴隷の家から導き出された…∵」 （トーラ

出エジプ ト記１３：１４）

主人役は徳高い女性に関するソロモンのことばを暗論 し，家族の

母親に対するヘブライ人の祈 りを読みました。そして，ヘブライ人

の食事の祈りをしました。

聖なる儀式を演 じる時，、そこには荘厳さがありましたが，またお

もしろくて楽しいものでもありました。私が儀式のひとつひとつを

説明しているとき，若い人たちの顔が明るく輝や くのがわかりとて

もうれしく感じました。彼 らの目はきらきらと輝やきいつもと違 っ

たパーティーをしているというだけでなく，経験を通じて，生き生

きとした学習の時間をもっているのだということを，はっきりと告

げていました。

５４



私たちは，その後天然色映画を借 りて，聖地の旅をしました。奇

蹟が行なわれた有名なところや，クラスで討論したことのあるたと

え話が話された有名なところを見ていきました。それから，エルサ

レムからカルバ リに通ずる，狭い曲がりくねった路の苦痛の旅を見

ました。

私たちの過ぎ越 しの祭りは終りました。特別なお客さんも含めて

みんなが，聖書にある古代の祭りに実際に参加しました。彼 らはこ

の企画が 「つまらない考え」とは思わないで，私たちが食べたり演

日曜学校

じたりした事の意味や目的をみな熱心に知ろうとしていました。

次の日曜日の彼らのようすは私が知 りたいと思 っていたものをみ

な教えて くれました。まず，朝のあいさつは固苦 しく形式的な態度

がなくなって，親しみのある 「おはよう」でした。

そして私が 「イエスさまがこの地上にいらっしゃった そ の時 の

「ならわ し』は……」といってレッスンを始めた時，生徒たちが関

心を持らて，耳をすましていることが感 じられました。私はついに

彼 らとかよいあうことができた．のです。．

○

過 越

この月 の十 日におのおの，その父の家 ごとに小羊 を取 らなけれ ばな らない。

すなわち，一家族 に小羊一頭を取 らなければな らない。 もし家族が少な くて一頭 の小羊 を食べ きれ な い と き

は，家 のす ぐ隣の人 と共に，人数 に従 って一頭 を取 り，おのおの食べ るところに応 じて，小羊を見計 らわなけれ

ばな らない。小羊 は傷のない もので，一歳 の雄 でなけれ ばな らない。羊 またはやぎの うちか ら， これを取 ら．な け

ればな らない。そ して この月 の十四 日まで， これを守 って置 き， イ スラエルの会衆 はみな，夕暮 に これをほ うり，

その血 を取 り，小羊を食す る家の入口の二 つの柱 と，か もいにそれを塗 らなければな らない。 そ して その夜，そ

の肉を火 に焼 いて食べ，種入れぬパ ンと苦菜 を添 えて食べ なけれ ばな らない。生 で も，水 で煮て も，食べてはな

らない。火 に焼いて，その頭 を足 と内臓 と共 に食べ なけれ ばならない。朝までそれを残 しておいて はな らない。

朝 まで残 る ものは，火で焼 きつ くさなければな らない。 あなたが たは こうして， それを食べ なけれ ばな らない。

す なわち腰を引 きか らげ，足 に くつをはき，手 につ えを取 って， 急いでそれを食べ なければな らない。 これは主

の過越 であ る。

出エジプ ト記 １２章 ３～１１節
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ア イ バ ン ・Ｊ・パ レ ッ ト

ジ ョセ ブ ・ス ミスの物 語 を読 む すべて の人 は， その幼年 時

代 の勇 気，青 年時 代 の信仰， その生涯 を通 じて家族 が ジ ョ

セ ブに示 した大 いな る愛 を見 出すに ちが いあ りませ ん。

ジ 「ヨ セ フ ・ス ミ

大いなる感動 を呼ぶ もの

ジ ョセブ ・Ｆ ・ス ミス大管 長は， ジ ョセ ブ ・ス ミスの少年

時代 につ いて思いをめ ぐらす ときいつ も大 いなる感動 に満 さ

れ ると述べ てお られ る．。確 かにジ ョセ ブ ・ス ミスの無邪気で

素朴 な少年時代は，彼に感 動を与 え るものであった に違いな

いＱ

その少年時代 といえば， 当時の子供 たち となん ら変わ りの

ないものだ らた。 「貧 しいなが らも， その両親 は正直で善良

な人 だった。二人 は真理 を喜 び，心 か ら自分 の良心 に従 って

生 きたい と望んでいた。 どんな人 々に対 しても変 らない愛 と

善意は心 にも行 ないに もあ らわれ，子供 たちは これ らの こと

を心 にしみ込ま されていた。二人 は固 く神を信ず る人 たちで

あ り，子供 たちを神 が見守 って下 さってい ることを信 じてい

た。彼 らは しば しば，神 か ら親 し くお告 げを受けた。夢 や示

現 や霊感 によって。子供が死 にそ うにな った時には， いや し

てその祈 りに応 え られたのであ った。」 （ジ ョセ ブ ・Ｆ ・ス ミ

ス著 「福音 の教義」４８８頁）

祈 りはス ミス家では， 日常の習慣 であった。父 ス ミスが チ

５６

ス の 少 年 時 代

ヨッキのポケ ッ トにある眼鏡を まさ ぐりは じめ ると，子供 た

ちは祈 る準備 を した もので した。夕べの祈 りが終 ると，彼 ら

は 「今 日一 日も過 ぎ去 りて，われ ら床 につかん」 と歌 ったの

であ る。

勉学 と労働の幼少時代

ジ ョセ ブとその兄弟姉妹 たちは，毎 日聖書 を読む よ うに教

え られた。 あ る近所 の人が， ス ミス家について次 のよ うにい

ってい る。

「彼 らは家 の中 に学校をつ く
って，聖書 を勉強 している」

ジ ョセブの教育を受 ける機会は限 られていたとはいえ， ニ

ューハ ンプシャー州の ヴァーモン トにあ る学校 とニュー ヨー

ク州 のパル マイ ラにあ る学校 に通 った。
　

ジ ョセブ ・ス ミスは貧 しい生 まれであった。両親は農夫 で

あ り，物 質的 には恵まれていなかったが，精神的，霊的 には

豊か であ った。ジ ョセ フは兄弟 たちと一緒 になって一生 懸命

に働いたｐ後 に， ジ ョセフ ・ス ミスは次 のよ うに言 ってい る

「私の家は物質 的に恵 まれて いなか
ったの で， 自分たちの

Ｌ



手 で働かね ばな らず， その 日暮 しの仕事を見つ けてや とわれ

た りす ることもしば しばあ った。 時々は家 にいて働 くことも

あった ので，落 ちついた生活 をす ることができた。」

しば しばジ ョセフ ・ス ミスは，金持 ちの農夫 であった マー

テ ィン ・ハ リスに雇 われた。彼 がジ ョセフに支払 った賃銀は

他 の雇 い人 の中では最高 で，５０セ ン トであった。 マーテ ィン

・ハ リスは今まで彼 が雇 った人 の中 で
， ジ ョセブが一番の働

き手であ った と述べ てい る。

「わが父の家族 の中で最 も高貴な人」

十代 にな った とき， ジ ョセブは最年長の兄 アル ビンを賞讃

し，殆 ど偶像視 していた。後 に， ジ ョセブは彼 について書 い

てい る。

「彼 はわが父 の家族 の中で
，最 も年長で，最 も高貴 な人 で

あ った。彼 は世 間的 に も高貴 な人 の部類 に入 る人 だ った。彼

には狡猜 さはな く，子供 の時か ら，一点の くもりもな く生 き

た。生 れて以来，彼 は決 して馬鹿 騒 ぎを しなか った。彼 は公

平 で真面 目で決 して世 の遊びを しなか った。 いつ も苦労 して

い る父母 を思 う真面 目な人であ った。 ………」

アル ビ ンは強 くてハ ンサ ムだ った。聖書 に完全 な人 と して

述べ てあるアダムとセツに比すべ きもの とかつてジ ョセブは

言 った ことが ある。

ある日， ジ ョセブとアル ビンがパルマイ ラへ行 ったとき，．

二人 のアイル ラン ド人が けんか してい るのを丸 く輪 になって

見 ている一団 に出会 った。地面 にその一人 が叩 きつ け られ る

まで， アル ビンとジ ョセブは じっと見 ていたが， そのとき，

アル ビ ンの眼は怒 りに燃 えた。 このけんかの結末が アル ピ ン

の正義感を呼び さま したのだ った。彼 は群衆 を押 し分 けて進

み，勝 ち誇 った乱暴 者のえ りを捕 え ると， けんかを見て いた

人 の輪 の向 こうへ彼 を投 げ飛 ば した。

暖炉の前でのタベの集 り

主の御業を ジ ョセ ブ ・ス ミスに告 げるため，天使 モロナイ

が彼の前 に現われた ときか ら， モルモ ン経 をこの世 にもた ら

す ことが彼の主 な仕事 とな った。 それ でス ミス家は，毎晩暖

炉 の前 に集ま り， ジ ョセ フが話す， アメ リカの古代住民の驚

くばか りの話の とりこになって しまった。 ジ ョセブは，古代

アメ リカ人 の着物，旅 の方法，乗 りものに使 う動物，都市，

戦 いの方法 ，礼拝方法 な ど， ジ ョセブが あたか も一生涯彼 ら

の間 で暮 した ように，微 に入 り細 にわたった説明をす るのだ

った。 この ような最初 の夜， ジ ョセフの興味 ある物語 に家族

が じっと耳を傾 け♂ いた とき， アルビ ンはいった。

若人のページ

『さあ， もう遅いか ら寝 よ う。 明日は，朝早 く起 きて仕事

を した ら，いつ もよ り早 く終 るよ。 それ で， お母 さん に早 く

夕食の仕 度を していただいて，夕食後，皆 でゆっ くり話が き

け るじゃないか。 ジ ョセブ，君が話 して いるのは，神 が君 に

お示 しにな った偉大 な事柄 なんだか ら，私た ちはそ うしよ う

よ。』

若 い予言者 が天使 モロナイか ら示現を受けたニ ヵ月後 に，

アルビ ンは胆汁炎 にな り，村 の医者が手を尽 したが，死 んで

しまった。死 の前 に， アルビンは家族 の一人 一人 に言葉 をの

・こした。 ジ ョセブに対 して， 「善良な少年にな って欲 しい。

そ してそ の記録を得 る為 に全力を尽 しなさい。導 きを受 ける

よ うに忠実 であって，与 え られ るすべてのいま しめを守 りな

さい。君 の兄 アル ビンは君 を残 してゆかな くてはな らない。

．で も，君 に示 した私 の模範 を思 い出 して，君 よ り小 さい兄弟

たちに今度は君 自身が模範 とな って欲 しい。父 と母 にはいつ

も親切であ るように」 と。

ジ ョセブは アル ビンが死 んだ ときの深 い悲 しみを思い出 し

ては，あの柔 和な心 の持主 だった兄 に対 して張 り裂 けるよ う

な悲 しみを味 わ った， と後 に思 い出 と して述べてい る。アル

ビンは， 死の寸前 に，主 の使 いの訪れを受 けたので．あ った。

５７
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若人のページ

正義を信 じたジョセフ

ジョセフは大きな体格の，青い目の，亜麻色の髪をした男

児であった。彼は良い性格でもの静かな男だった。幼ない時

から思慮深 く従順で，やさし、く愛 らしい気質をもち，善良な

性格，従順，忍耐，根気，勇気 という根本的な美徳をそなえ

ていた。彼はどんな人に対 しても決 して，好戦的に事を構え

るようなことはしなかった。 しか し，弱い，力のない者につ

けこむ不正や悪だ くみを見たとき，彼はその誤 りか ら守るた

めに，戦 う準備をした。かつて，彼がまだ少年のとき，妻を

鞭打 っている男に出合 った。不正に対する怒 りが，彼を行動

に駆 りたてた。彼が３７才のとき，この出来事を思い出して次

のように述べている。

「妻を鞭打つような男は臆病者である。私が子供だったと

き，妻を鞭打 っている男と戦ったことがある。それはたいへ

んな戦いだった。 しかしその男は妻を打ち続けていた。これ

が私を勇気づけ，私は彼が もう沢山とい うまで，その男を鞭

打った。」

「救われるために私は何をなすべきか
」

ジョセブ・ス ミスはこの世的な教育という点では，教育の

ない青年であった。 しか し，ジョセブは天父，イエス ・キ リ．

ス ト，聖霊，天使たちか ら教育を受けたので，彼よりもす ぐ

れた知性のある人を何入ふ合わせても，とても彼には及ぼな

いであろう。 「神の独 り子が墓からよみがえり，昇天された

出来事以来， この世に起こった最大の事件は，少年ジョセフ

ス ミスに御父と御子が訪れた事である。」とジョセブ Ｆ ・ス

ミス大管長は述べている。ジョセブ ・ス ミスは家庭で宗教教

育を受け，天父と彼との関係を鋭敏に察知 していた。１４才の

とき，彼は 「救われるために何をすべきか，また，すべての

教派の中でどれが正 しいのだろうか」という疑問をくり返 し

考えていた。村の牧師にこれを尋ねたあと，彼は聖書を開き

それに対す る答えを得る鍵を見つけた。

「あなたがたのうち，知恵に不足 している者があれば，そ

の人は， とがめもせずに惜 しみなくすべての人に与える神に

願い求めるがよい。そうすれば，与え られるであろう」

（ヤコブの手紙 １：１５）

彼はこの約束を実際にやってみようと考えた。この希望あ

ることばを読んだ翌朝，彼はひっそ りとした森へこもった。

その森は，彼の母のス トーブにくべる薪を切ったところであ

るが，そこで祈 り，光栄ある示現を受けた。 ３

「しかし，私は自分を捉えたこの敵の力から何 とぞ逃れし

５８

あたまえと，全力を振 りしぼって神を呼び兼めたが，私が今

にも絶望に打ち沈んでわが身を破滅に任せようとしたその瞬

間，それは考えただけの滅亡とい うようなものではなく， 目

に見えぬ世界から来た何ともわか らぬ生 き者で全くこれまで

私がどんな者に逢っても覚えたことのない程の驚くべき強い

力を具えた力に．打ち負けて，わが身を見捨てようとしたその

瞬間， この非常な驚きの瞬間である，私は自分の真上に太陽

にも増 して揮やく一つの光の柱を見た。そしてその光の柱は

次第に下 りてきて，光はついに私の上 にふ り注いだ。その光

の柱が現われるや否や，私はわが身を縛 った敵から救い出さ

れた事に気が付いた。そ してその光が私の上に留まった時，

私は筆紙に尽 し難い輝きと栄光とを有 ちたもう二人の御方が

私の真上の空中に立ちたもうのを見た。そしてその中のお一

人が私に言葉をかけて私の名を呼びたまい，他のお一人を指

して 『こはわが愛子なり，彼に聞け』と仰せられた。

（ジョセブ ・ス ミスの著 ２：１６，１７）

パウロのように

この輝か しいメッセージは，老若を問わず全ての人々に，

ひじょうな感動とよろこびを与えて来た。それから何年か後

の１８３４年に，１３才になるエ ドワード・スティーブンソン少年

は， ミシガン州のポンティアックに住んでいたのだが，予言

者ジョセブ ・ス ミスが手を挙げて，

「私は神が存 したもうことを見た者である。なぜなら，私

は真昼に神を見たか らである。それは，１８２０年の春，静寂な

森の中で祈 っていたときであった」

と証詞するのを聞いたとき，入口に座 っていたこの１３才の

少年は叫んだ。

「ああ， この人はなんてすばらしい人なんだろう。昔の使

徒パウロのようにこの人は大胆に自分が神の御前に居たと証

詞 しているんだ。」

この最初の輝かしい示現により，すべての少年少女たちは

将来の導きを得 るたあの教訓を受けることができる。真理を

知ろうとす る願いに対 しては，霊感が与えられるということ，

心からの祈 りは常に天父によって聞き届けられ，答えられる

ということ，真理を知ったとき，それに反対する悪の力 と戦

う準備をしなければならないとい うこと，努力という高い代

価を払わねばならないこと，正 しい生活をすべきこと，すべ

ての苦 しみに打ちかつように，神が力を与えて下さるという

確信をもって他人に奉仕すべきことを学ぶであろう。
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青年女子相互発達協会は１８６９年１１月２８日に組織 され， そ

の後１８７５年には青年男子相互発達協会が組織 された。

１８６９年１１月２８日，ブリガム・ヤング大管長は，いつ ものよう

に家族の祈 りをした後，その家族に次のように述べた。

「イスラェルの人々は私の家族に注目し，模範を見ようとし

ている。……そのために私はまず最初に私の家族をととのえ

て，秩序 と倹約 と勤勉を習慣づけ，愛を高めるための会を作

りたい。 とくに衣服や食べ物にぜいたくをせず，また無駄な

話 しをしないようにしなさい。今は，姉妹たちが服装に心を

奪われることなく質素な衣服を用い，謙遜な態度で，世の人

々に手本とされるような価値ある模範を示さなくてはならぬ

時である。末 日聖徒の婦人たちは皆世のつまらぬ流行に心を

奪われることのないようつとめている。……私はあなたがた

に自分の型を確立 してほしいと願 う。あなたの衣服をこざっ

ぱりとととのえ，鳥自分の手でそれを飾 りなさい」

「シオンの娘たちが
，教会の古い会員である父や母を助けて

私の教えてきた原則を広あ，教え実践できるように私は長い

間一つの組織を作ることを考えてきた。……私は神の娘たち

に， 自分たちのたら６に備えられている福音の知識を得てほし

いと願 っている。そのために，この組織を作りたいと思いレ、

また私の家族がその中で人々に率先 して働 くものとなってほ

しいと願 う。やがて私たちはぜいたくをつつしむ組織をつく

る。あなたがたは皆その組織に参加 してぜいた くな衣服や食

べ物をやめ，不必要なことばを口にしないと決心 して ほ し

い。今まであなた方は深 く考えないで軽率なことばを話すと

いう罪を犯 してきた。あらゆる無駄なよくないことから難れ

て美しく善いことを育てなさい」

ブリガム ・ヤング大管長のひ孫が祖母か ら聞いた意味深 く
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お もしろい経験 について語 っている。ブ リガム・ヤング大管長

は無駄をつつ しむ組織 をつ くる ことを特 に強調 して語 った。

彼の娘ゐ うち１０人 はすでにデー トをす る年令 に達 し て い た

が，その次の 日曜 日の夜， １０人 の若者が教会を訪 れた。夜 の

とば りがす っか りお りた。一人 の娘が ランプの シ エー ドをお

ろして部屋 を暗 くし， ロマ ンチ ックな雰囲気の中で， あ る人

は歌 い， あ る人 は本 をひろげ， ある入は聖典 を読 んでいた。

急に ブ リガ ム ・ヤ ング大管長が腕 に１０の帽子 をかかえて ライ

オ ンハ ウスの居間 の戸 口に姿を あらわ した。

皆 があ っけにと られ ている うちに彼 は若者 たちのそばへ行

き帽子 を手渡 しなが ら，部屋を出て行 って くれ るよ うに告 げ

た。彼 らが立 ち去つ た後，大管長はや さしく， しか し， はっ

きりと娘 たちの行 いを さと した。 その後 ，彼女 たちは もう二

度 とランプを暗 くは しなか った。

１８７５年 ブ リガム ・ヤング大管長 は教会 の若 い人 に向か いこ

のよ うに話 した。

「あなた方 は互い に発達す るための会 を組織 しなさい
。真理

と大 いなる末 日の業についての証詞 がまだ弱 い若 い時 に，人

生 の偉大 な永遠の原則 を学 び， かつ実践 し，神 の しもべ と し

て働 きなが ら与え られた賜 物を伸 ばす ことによって，確か な

証の基いをすえな さい。 そ してその ことにあなた の働 きの基

盤を置 きな さい」

若 い女性 のための節約 の会 はだん だん回数が減 って きた。

１８７５年にＹＭＭ ＩＡが組織 され た時，両方が協同の組織 とし

て認 め られ るように と，今 までの若 い女性の節約の会はその

名を ヤング レデ ィズ相互発達協会 と変え た。１９２４年の初 めに

ヤングレデ ィズ とい う名称 につ き， レデ ィズを女子 と改 あ る

ことの提 案が中央 管理会 に出され た。 よ く検討 された後１９３４

年 ３月２８日に組織の名称は青年女子相互発達協会 と 変 え ら

れ， １９３４年 ５月教会大管長会 に承認 された。

ＹＷ ・Ｍ ＩＡ とＹＭ ・Ｍ ＩＡは この種の組織 では世界 にた

だ一 つの ものであると言われてい る。 二つの組織 であ りなが

ら， その目的 は一つで ある。 若い男性 と女性 は若 い時代 に学

ぶべ き霊的，学問的 ことが らや レク リェーションを共通 に必

要 としてはい るが， それ ぞれ にまった く違 った組織 を持 って

い る。彼 らは ブ リガ ・ムヤング大管長 によって述 べ られた こと

ばを実践 しよ うと，協調 しなが ら勤勉に働 く の で あ る。 Ｙ

Ｗ ・Ｍ ＩＡが始 まった１８６９年及 びＹＭ ・Ｍ ＩＡが 始 ま っ た

１８７５年以降 多 くの若人が その組織 に属 し多大な影響 を受 け

て きた。

６０

Ｍ ＩＡ役員 が世界 中をまわ って大会 に出席 していた時，彼

らはそれぞれの国語 で記 され若人 たちの心 に刻ま れ て い る

Ｍ ＩＡ標語 を見 た。 「神 の栄光は英智 なり」

Ｍ ＩＡの カラーは金 と緑 である。金は力，ほまれ，強 さ，

そ して若者 のめざす輝 ける頂上を象徴 し，緑 は若 さ と成長 と

進 歩をあ らわす。

ＹＭ ・Ｍ ＩＡ の第一副管理会長であ るジ ュニァス ・Ｆ ・ウ

ェルズはカ ラーの意味を こう述べてい る。

「若 い時代 は人生の春で あり
，春 は輝 か しい緑 と成長 の時 で

あ る。金 は知識 の光 であ り， 太陽の色 であ る。緑 と金 はＭ Ｉ

Ａ のカ ラーと して若 さと成長 ，力 と栄光 を意味す る。Ｍ ＩＡ

の目標 は， はるか な将来，英 智の光 に頼 るすべ ての人々が力

と栄光 を加 え られ る時まで，光 に光 を加 え，知識 に知識を加

え ることである。」

噛’・∩

一霧
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系図のページ
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近，私たちは教会幹部が以前に話 された説教を読んでいるうちに，十二使徒会の一員であったマ リナー ・最

Ｗ ・メリルの説教を見つけました。その説教は１８９５年になされたものです。それをここに引用 します。

「私には幕の彼方の霊界の有様が
，現世と同じように手に取るようにわかります。そして霊界では先祖の人たち

が救いのために必要な私たちの働 きを心配そうに見守っていることもよくわかります。長老たちは世界中の民の

間に出て行って福音を説 き，町か ら家か ら一人，二人 とわずかずつ人々を教会に集めています。彼らのうちある

人々は死んだ先祖のために一生懸命働いています。私は時々末 日聖徒がこのことをそれほど重要に考えていない

のではないかと心配 しでいます。

ウィルフォー ド・ウッドラフ大管長は長年神殿で働 きました。おそらく教会で自分の先祖や亡 くなった人々の

ために一番よく働いたのは彼ではないでしょうか。

私たちはまだまだなすべきことの半分もな し遂げていません。主からはじあてこの仕事の啓示を受けた予言者

ジョセブ ・スミスは，これに深い関心をもっておりま した。その生涯の終 りに近 く，彼は聖徒たちにむかい先祖

を救 う重要 さについて特に語 りま した。 ジョセブは聖徒たちが関心をもち，全力を尽 して先祖のために働 くべき

であると感 じ， しばしばそのことについて語 りました。聖徒たちがシオン山の救い手となることについて，予言

者ジョセブ・ス ミスは兄弟たちに次のように言いました。

どのようにしたらシオン山の救い手となれるでしょう。神殿を建て，浸礼盤を建設 し，死んだ先祖のためのバ

プテスマ，按手確認 聖なる洗い，灌油の儀 神権聖任，結び固め，その他すべての儀式を受けます。そのことによ

って先祖たちが第一の復活にいできたり，共に栄光の位にあげられるよう彼 らを救 うのであります。この中にこ

そ・父の心を子に，子の心を父に結ぶ くさりがあり，それによってエラィジヤの使命が成就されるのであります。
ロ ドジ

使徒は 「私たちな くしては彼 らが全うされることはない」と告げています。子孫 と先祖を結ぶために私たちは

結び固めの能力を持っていなければなりません。予言者の後を継いだ神の僕たちは，ジョセブの意志を継いで，

神殿建設の仕事を続けてきま した。神殿を建てるために何十億 というお金が費やされてきましたがそれには確か

な目的があったのです。末 日聖徒は主の神殿が建て られた目的をよく考えるべきであります。 もしも私たちがこ

れ らの神殿を建てなかったら，主は私たちを拒まれたにちがいありません。世界中の聖徒たちはこのことを深 く

考えるべきであります。

あなたは子供たちや妻があなたに結ばれることを望み，また妻は夫に結ばれることを願っております。あなた

はまた先祖が救われるために手伝いたいと望んでいらっしゃるにちがいありません。私たちはすでにこの業を始

めてぎ ります。あなたも私 もいずれ死を味わいます。誰 もいつまで生きられるか知ってはいません。私は自分が

ｑ１
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、

再びこの壇上に立て るかどうかさえわからないのです。神から知 らされない限 りあなたは先祖のために働 ぐ時間

と機会がこの先 どれ位あるのか知ることができません。やがてこの世を去 り先祖に会う時，あなたは彼 らのため

に した働 きを問われるでしょう。 あなたは先祖のために何かをしましたか。教会の多 くの人々はまだ何 もしてお

りません。 この仕事に深い関心を もっているのはほんの少数の人だけです。私はあえて申 し上げます。多くの人

々がよろこんで神殿の建設に参加 しま したが，まだ神殿に入 ったことのない人が大勢います。

兄弟姉妹のみなさま。このことは私 にとって重大なことですが，またあなたにとって も重大なことなのです６

それは主が私たちに課せ られた責任であり，主の僕たちはこのことについて も主の御意を遂行 してきたのです。 、

父の心を子に，子の心を父に向けて，主の言葉を購就する機会は私たちの手の届 くところにおかれているのです。

∴・私たちの多 くはまだ肉親や友だちのためにバプテスマを受けたことがありません。私たちは現世よりも来世に

多 くの肉親や友だちを もっており，そこで彼 らに会 うのです。先祖の系図を探求するために多くの時聞とお金を

費やしている人 もいますが，ある人たちはその責任から逃れようとしています。 ここで私が聖徒に忠告 したいこ

とは，まずあなたの先祖の系図を調べ，神殿に行 って彼 らのために必要な儀式を受け，それからへ りくだって主

に，更に多 くの先祖の記録が得られるよう祈 り求めなさいということです。主は未だかつてなかったほど，世界

中の多 くの人々を啓発 して，記録や系図を書かせておられます。人々はそれらを探求 していてもなぜそうするの

かおそらく知っていないにちがいありません。 しか し，確かに主が入々をそのように動かしておられ，関心を持

つ多くの人々は主の助けを通 して先祖の記録を得ることができるのです。 もちろんそれは多少のお金と時間を必

要 とします。けれども私たちはこの仕事をするために現世にいるのです。主はそれを私たちの手にゆだねておら

れるのです。私たちはそのことをよく心 し，与えられている機会を逃 したまま生涯を送 ってしまうことのないよ

うにすべきです。

もしも神殿に入る推薦状が もらえない人がいるとしたら，その人は過ちをおか しています。私はすべての聖徒

に自分の過ちを正 して主の前にへりくだり，悔い改あて主に向い，あなたの働きが要求 されているこの仕事を行

うようにすすめます。先祖たちはあなたが， この仕事をなすことを案 じながら見ております。あなた自身の先祖

に関心を持って機会を逃さず勤勉に行いなさい。私たちのこの世の生涯は短いのです。わずか数年でその生涯は

閉 じられて しまうのです。 ここに集 っておられる方々は百年後にはきっと一人 もいらっしゃらなくな る で し ょ

う。そ して私たちは過去の人 として数えられるのです。兄弟姉妹の皆さま， どうぞ一人一人先祖のための奉仕の

機会を逃さず主の家で働いて下 さい。共に先祖の救いのたら６に働こうではありませんか，

回
系 図
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：：：：：：：：：伝 道 部 長 会 メ ッセ ー ジ Ｄ’●…

第一副伝道部長

渡 辺 罐

人間は元来英智として永遠から永遠に独立して存在してき

た。この英智に，神は霊体を与えたまい，そのみそばに住ま

わせたもうた。前世で神を仰ぎ見つつ生活 したわれわれが更

に進歩 し，神の如 くなるためには救いの計画に従 う必要があ

った。それ故，天父なる神はその御子イエス ・キリス トによ

ってこの地球を創造 し，アダムとイヴをエデンの園に置き，

園の樹の実より自由に食べることを許 したもうたが，善悪を

知るの樹よりは食べてはならないと仰せになった。 しか し・ｆ

ヴはそそのかされて先ずその実をたべ，次いでアダムにもそ

れを与えた。アダムはよ く老えた末に，善悪の木の実をたべ

た。その結果， アダムとイヴとその子孫は霊の死と肉体の死

を うけることになった。 しか し， これ らの死より贈われ，ま

た救われなければ人は進歩 して神の如 くな り得ないので，前

以って用意 されていた救いの計画に基き，福音が世のは じめ

より教えられ，また時の絶頂に救主イエスが来 りたもうた。

救主は予言の如 くこの地上での働きをなされ，われわれ人類

の購いと救いのたさ６に十字架上でその貴い生命をすてたもう

た。それは救主の意志に反 してとられたのではない。 「これ

によりて父はわれを愛 したもう。それはわれ再び生命を得ん

ために命をすつる故なり。人これをわれより取るにあらず，

われ自らすつるなり。われはこれをすつる権あり，またこれ

を得 る権あり」 と。 （ヨハネ伝１０章１７～１８） しかしこのよう

にして死にたもうた主が三日目に 「眠 りたる者の初穂」とし

てよみがえりたもうて全人類に復活の門戸を開きたもうたの

である。救主イエ～い キリス トは確かに復活 したもうた。天

使 も使徒．もその他多くの目撃者がその真実なることを証して

いる６朝早 く墓所へやってきたかの婦人に，墓の戸口から石

を転 した天使は 「彼はここには在さず，その云える如くよみ

がえりたまえり」と云っている。また一時は落たんの余 り元

の職業にかえろうとさえ考えたペテロが自分の生命をかけて

「イスラエルの人々よ，これ らの言をきけ，ナザレのイエス

砿，汝 らの知るごとく，神かれに由りて汝 らの中に行いたま

いし能力ある業と不思議と徴 とをもて汝 らに証 したまえる人 ．

なり，この人は神の定めたまいし御旨とあらかじめ知 りたも

うところによりてわたされしが，汝 ら不法の人の手をもて釘

礫にして殺せり。 されど神は死の苦 しみをときてこれをよみ

がえらせたまえり」 （使徒行伝 ２章２２～２４）と証 している。

さらにエルサレムやガリラヤ地方の聖徒もモルモン経 にでて

くる数多くの弟子たちも主イエス ・キリス トが復活したもう

たことを断言 している。ただそればか りではな くわれわれに

は近代の予言者の証 もある。 「われ らジョセブ ・スミス （２

代目）およびシドニー ・リグ ドンは，わが主の１８３２年 ２月の

１６日， 「みたま」を感 じ，神に関する物事を見て覚 るよう，

「みたま」の能力によりてわれらの眼は開けわれらの覚 りは

明るくなれ り。すなわち，誠に始めより御父の懐に在 りし，

御父の生みたまい し独子によりて，御父の定めたまいたる創

世の前に始めより在りし物事を見て覚れり’。われ らこの御方

に就きて証をなす。その証はすなわち御子イエス ・キリスリ

の完全なる福音に して，われらは天界の示現の中に御子にま

みえ御子と言葉を交えたり，………

さて，この子羊に就きてなされたる様々の証の挙句，われ ら

のなす最後の証はすなわち 「主は実に生きたもう」こと是な

り。われ らは，彼がすなわち神の右に座 した もうを見たり。

また，御父の生みたもう独子なりと証 したもう声を聞けり」

と。 （教義と聖約７６章１１～２３）まことに主イエス ・キ リス ト

は復活したもうて今もその教会を導きたもうのである。イー

スターを迎えるにあたり，われわれは今一度救主の復活が人

類の瞭いと救いに欠 くべか らざるものであることを再認識す

ると共に，主が死より復活 したもうたように，時が くると万

人はことごとくよみがえって自分に最も適した所に行 くに違

いないということを悟って，神とイエス ・キ リス トの在す日

の栄光の最高の位に昇ることができるよう努力しようではな

いか。
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ブ ラ ウ ン副 監督 を迎 え翻 訳 セ ミナー開 か’る

３月２０日， 来 日され た ブ ラウ ン副監 督及 び翻訳事 業部 フ ァ イア

ン兄 弟，クムズ兄弟 を迎 えて，第一 回ア ジア翻訳 セ ミナ ーが東 京で

開 かれ ま した。小松 伝 道 部長挨 拶 に始 ま り， クム ズ兄 弟，渡 辺兄

弟 が， 翻訳部 の機構 ，方 針， 活 動計画 な どの説 明を行 い ま した。

引続 き渡部 兄 弟が一 口の業 務 につ いて， 沼野兄 弟 が翻訳 上注 意 を

要す る英 語慣 用句 につ いて， 小黒 姉妹 が翻訳 員 とレ ビューア ーの

関係 につ いて ， また，松 下兄 弟 が 日本 語 と英 語 の差異 か ら くる翻

訳上 の諸 問題 につ いて発 表 しま した。

最 後 に， フ ァイア ン兄 弟，ブ ラ ウン副 監督 の メ ッセ ー ジが あ り，

会 を閉 じま した。 この セ ミナー には， 中国語 の コーデ ィ ネー ター

イ ング兄弟 が香 港か ら参加 され ま した。

翌 日， クムズ兄 弟 を 中心 に， 渡辺， イ ング， 松下兄 弟 が集 い，

コーデ ィネ ー ターセ ミナーを行 い ま した。 韓国 のハ ン兄 弟 は， 旅

券 の都 合で 来 口で きませ んで した。

；芸

３

葦 多 篠 讃

嘉 ｉ醤 奪

轄
雫 醤

》
渡 辺 騨 （極 東 地 区 スーパーバイザー）

松 下 泰 洋 （日本語コーディネーター代理）

渡 部 正 雄 （翻 訳 員）

八 木 沼 修 一 （ ク ）

沼 野 治 郎 （ 〃 ）

小 黒 雅 子 （ 〃 ）

増 田 幸 子 （ 〃 ）

坂 井 圭 （総 務）

潟 沼 誠 二 （パ ー ト タ イ ム 翻 訳 員ノ
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寄 せ 書 を 手 １こ し て

挨 拶 す る 小 松 伝 道 部 長

来日された三人の指導者，右よりファイアン兄弟，

ブラウン副監督，クムズ兄弟

●

中国語 コーデ ィネー ターのイ ング兄弟

お 知 ら せ

伝 道 本 部 の 電 話 番 号 が ４ 月 ３０日 か ら 次 の よ う に

変 更 に な り ま す

（０３）４４２－ ７４３８ （代表番号）

７４３９

６５



支 部 だ よ り （横 浜 支 部）
、

癒轟　茜簸 難
袖嬉

撒離

２月２５日安息日にキンボール使徒御夫妻をお

迎えした横浜支部会員一同は思いがけない祝

福に大喜び御夫妻は忽ちに笑顔の兄弟姉妹子

供たちに取巻かれてしま つた。

■９Ｕｍ 匿 、ｈ Ｉ弱１願．， １醐 １巳１引『 １』 、卍ｌｌ幽９ 、１邑１ヨ湘 ｌｉ、 ５ヨ』 ．・ｌｌｌｍ ・ ・ｈ ｌ１閣ｈ ・ｕｌｌｌｌｌｌｌ ｌｈ ｏ旦ｌｌ ・Ｉｌｍ ｌ闘 馳 １１１臨１ ・・ １・ＩＩｌｌｌｌｌ・ ｌｈ ・ｌｌｌ・ ・仙 １１１１・ ・■・ 嗣■ｌｏ ・巳１己ｌｍ ｌ ｌｌｂ ｌ翻』 一 ■ｌｌ臨ｏ’ ｌｌ’

典

賦

幾鴫

３月 ８日 岩波兄弟は水野支部長司式の下に

めでた く遠藤姉妹と結ばれました。

＿ノ＿ ノへ ＿，＿げハ｝一 》 一 肩　 ）～ 、

３月２０日 早起きマラソン大会 一着はアメ

リカで学生時代にな らしたシンプソン長老 ９

才の渡部正末兄弟も，よく敢闘１２位を克ち得

た。

襟 華難

疑

ピ ク ニ ッ ク の パ パ と マ マ

６６

『



早 く 登 っ て お い で よ １ せ い ぞ ろ い で 記 念 撮 影 い い 眺 め ね、き れ い だ わ

３月２０日

快ちよい春日和の祭 日支部の有志たちは、鷹取山ヘ

ピクニックにでかけました。パパとママ、ぼ くとわた

し、賑やかな家族グループも参加 して、自然の中で、

笑顔の一日を楽しみました。

宮 支 部

家族一同がモルモンでなければ、生活総てが福音ということはなかなかむっか しくなつてきます。生活の中に福音が

生きてこそ真の福音であります。そういう意味において三の宮支部ではやつとモルモンの教会 らしくなり始めたといえ

そうです。

教会のプＰグラムが、若

い独身者中心から、家族・家

庭中心のプログラムへと変

りつつあるの もそれを意味

していることと思います。

最近宮内孝行兄弟村野康

子姉妹の結婚を始め、杉本

兄弟姉妹、山邑兄弟姉妹、

ソル トレークのモルモン農

場で改宗された西川兄弟姉

妹、そして近 く釜石兄弟と／
宮 内 ご 夫 妻 西 川 ご 夫 妻

／次 々に教 会の中心 になつて

働 いてお られ る兄弟 ・姉妹

が結婚 されて行 きます。

モル モンの家族 のために

ホームテーチングと系 図に

力 を入れてお ります、 そ し

て若 い入達 も近 ごろは組織

を通 して良 く働 い て い ま

す。 ア ロン神権者は月一度

の伝道 プログ ラムお よひ ワ

ッ クスで教会 の床磨 き、ま

たガールス ・プ ログ ラムと

して若い姉妹達 も教会堂の整理整頓と頑張つてお ります。 ワー ド・ステーキをつ くり日本の地にシオンの杭が一本二本

と建てられて行かんことを望みつつ、又私たちがその杭を打ち建てる者 とならんことを心に誓いながら一歩一歩を着実

に進んで行 く決意をして努力 しています。
鳥



聖

徒

の

道
●

我 々は宇宙 に存在 す るひ とつの遊星 に住 ん でいる。 日の出 と日没，種 まき と

収獲，移 りか わ る四季 ， そ してすべ ての ものの成長 と変化 とを備 え られ， 人々

とその探求 心，学 ぶ力，愛す るものへ の愛，神 の摂理 を証 しす る諸 々の こ とが

ら を恵 まれ なが ら， 美 しいこの星 に生活 して いる。 この ことは 自然 の力 なの か，

それ とも自然以上 の力 なのか ？

最初 に何 か， あ るいは何 ものかが どのよ うに してこの地 上へ来 たのか。 いつ，

すべ ての殆 ま りがあ ったのか。誰 が宇宙 を創造 したか とい う質問 は言 いふ るさ

れた問いで ある。誰 が宇 宙 を組成 し，誰 がその運行 を定 め たのか。我 々の承 知

してい る通 り周囲 は奇 蹟 に満 ち我 々 は奇蹟 の中に生 きてい る。春 に先 がけて咲

く一輪 の花， 冬 の死 と眠 りを破 って ほころぶつぼみ。誕生 こそは奇蹟 で ある。

手 はつかみ 目はみうめ耳 は聴 こうと し英知 は真理 へ と反応 す る一 新生 児 こそ

は厳粛 な畏怖 すべ き奇蹟 であ る。我 々が生 きて ここに存在 し，考 え学 び愛 す る

こ と， これ らすべ ては奇 蹟 であ り神秘 である。 本能 を動物 に与 えたのは誰 か。

身体 をいやす知恵 を与 えたの は誰 か。接 合 と分離 の知恵 を細 胞 に与 え， 眼， 歯，

頭髪 とな したの は誰 か。 自然 か，超 自然か ？

パ スカル は言 つ。

「生 まれ る とよみが える とでは どちらが 困難 か
」 （「バ ンセ」 ２４巻 ）

死 すべ きこ とは確 かに不死不滅 と同様 に，大 い なる奇 蹟 であ る。 我 々に生 命

を与 え給 うた主 な る神 はた しかに永遠 に存続す る生命 を も与 え給 うこ とがで き

る。信 じる者 には信仰 が祝福 され， さらに信念 を越 えて確 固 とした知識 さえ も

祝福 され る。 たずね求 め る者 ，悲 しみ に うちひ しがれ ている者， お それ おのの

いてい る者， 疑 い を抱 いてい る者，道 に疲 れてい る者 ，彼 らに とっ てこれ こそ

は確 信 であ り，救 い主 に対 す る確 固た る証 しであ る。我 々のため， すべ ての者

のために救 い主 は死 か ら生命へ とよみが え り給 い， すべ ての者 を死か ら贈 われ

た。 ヨブに よっ てその確 か なこ とが知 らされるではな いか。

「私 は私 の瞭 い主 が生 きて お られ るこ とを知 ってい る
。

生 命 を愛す るあなたへ，愛 す る者 を失 ったあな たへ。 このな ぐさめ， この確

信 を今 もそ して どんな時 にも心 に とめ なさい。

（１９６７年 ５月１９日，Ｋ，Ｓ，Ｌ及び コ ロン ビア放送 によるテ ンプル ク クウェア よ りの ス ポーク ンワー ド。 版権 １９６７年 ）
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